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３月６日、町議会の傍聴（町長の施政方針説明）に訪れた
塚山小学校６年生
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施
策
の
重
点
事
項

平成14年度予算

福
祉
施
策
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
　

福
祉
関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
踏
ま
え
た

総
合
的
な
、
地
域
福
祉
施
策
や
介

護
保
険
制
度
の
充
実
を
図
り
、
住

民
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
が
で

き
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
並
び
に

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
高
齢
化
社
会
の
将
来
像

を
念
頭
に
置
き
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
、
生
活
の
向
上
及
び
安
心
な

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
社

会
基
盤
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
障
害
者
施
策
の
推
進
と
基

盤
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し

た
総
合
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
、「
介
護
保
険

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
目

を
迎
え
ま
す
。
本
年
度
は
「
介
護

事
業
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
、

住
民
の
皆
様
が「
介
護
保
険
制
度
」

を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険

事
業
の
適
正
運
営
に
努
め
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
質
的
向
上
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

保
育
園
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児

保
育
、
早
朝
保
育
、
延
長
保
育
等

政
事
務
の
簡
素
化
・
人
材
育
成
と

資
質
の
向
上
に
務
め
、
急
速
化
す

る
市
町
村
合
併
問
題
を
踏
ま
え
、

住
民
懇
談
会
を
充
実
し
広
報
活
動

の
中
で
情
報
提
供
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

安
心
、
安
全
な
環
境
づ
く
り

　

常
に
付
き
ま
と
う
、
災
害
や
事

故
な
ど
不
安
を
抱
え
る
社
会
で
あ

り
ま
す
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
消

防
体
制
の
強
化
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
と
と
も
に
防
災
訓
練
を
実

施
し
、
避
難
場
所
設
定
標
示
・
防

犯
灯
の
設
置
な
ど
、
防
災
体
制
の

強
化
に
務
め
ま
す
。

　

ま
た
、
人
間
尊
重
を
基
本
理
念

に
安
全
で
快
適
な
社
会
を
目
指
し
、

昨
年
設
置
し
た
交
番
と
連
携
を
と

り
、
交
通
事
故
防
止
や
防
犯
活
動

に
広
報
・
啓
発
及
び
街
頭
指
導
等

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
や
経
済
情

勢
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に

対
応
で
き
る
体
質
強
化
を
図
り
、

住
民
の
総
意
を
集
約
す
る
な
か
で

意
思
決
定
を
行
い
、
各
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
個
性
的
で
活
力
あ

る
社
会
構
築
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

新
し
い
時
代
の
人
づ
く
り
と
町
づ

く
り
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
新

た
な
視
点
に
立
ち
、
一
層
行
政
改

革
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
配
分
と
経
費
支
出
の
効
率

化
に
徹
し
、
経
費
全
般
に
つ
い
て

徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
行
政
運
営
に

当
た
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

健
全
な
財
政
計
画
の
立
案

　

低
迷
し
て
い
る
経
済
、
先
行
き

不
透
明
な
財
政
状
況
は
引
き
続
き

厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
安
全
で
快
適
な
生
活

を
提
供
す
る
為
に
は
、
長
期
展
望

を
視
野
に
し
た
健
全
な
財
政
計
画

を
立
案
す
る
と
と
も
に
、
ペ
イ
オ

フ
対
策
と
し
て
各
金
融
機
関
の
自

己
資
本
比
率
や
不
良
債
権
比
率
及

び
株
価
等
を
十
分
注
視
し
、
適
正

に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

職
員
の
適
正
化
を
図
り
な
が
ら
行

険
制
度
の
更
な
る
取
り
組
み
を
始

め
と
す
る
、
少
子
・
高
齢
化
社
会

に
向
け
た
地
域
福
祉
施
策
の
充
実

等
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
、
財
政
需
要
が
益
々
増
大
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
大
幅
な
財

源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
景
気
浮
揚
対
策
・
少

子
化
対
策
並
び
に
税
収
対
策
と
し

て
、
長
岡
地
域
土
地
開
発
公
社
越

路
事
業
所
が
開
発
販
売
す
る
宅
地

に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
や
効

率
性
を
考
え
新
た
な
施
策
を
講
じ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
の
基
礎
で
あ
る

財
政
状
況
は
、
景
気
の
長
い
低
迷

の
中
で
暗
雲
が
重
く
立
ち
籠
め
、

出
口
の
見
え
な
い
現
状
の
中
で
あ

り
ま
す
が
、
町
税
収
は
、
前
年
度

に
対
し
て
僅
か
な
が
ら
も
増
収
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
・

県
の
財
政
状
況
を
把
握
す
る
と
地

方
交
付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
一
方
で
、
地
方
債
の
累
積
増
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
更
に
景
気
浮

揚
対
策
へ
の
取
り
組
み
や
、
生
活

関
連
社
会
資
本
の
整
備
、
介
護
保

中野島地区で行われた防災訓練

歳　出 

土木費 
12億6,360万円 
（20.4％） 

民生費 
10億6,286万円 
（17.1％） 

教育費 
10億4,204万円 
（16.8％） 

総務費 
6億8,944万円 
（11.1％） 

公債費 
5億3,430万円 
（8.6％） 

農林水産業費 
6億1,659万円 
（9.9％） 

衛生費 
3億9,806万円 
（6.4％） 

消防費 
2億8,163万円 
（4.5％） 

議会費 
9,545万円（1.5％） 

商工費 
1億7,422万円 
（2.8％） 

その他 
4,381万円 
（0.7％） 

歳　出 
62億200万円 
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62億200万円
（対前年度比　5．8％増）

い
う
器
の
限
界
に
気
づ
き
、
事
態

を
深
刻
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
類
が
、
常
に
高
度
な
利
益
追

求
を
望
む
事
に
よ
り
、
文
物
の
発

展
は
、
飛
躍
的
に
進
歩
い
た
し
ま

し
た
が
、
同
時
に
、
自
然
と
の
共

生
を
忘
れ
生
態
系
や
気
象
条
件
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の

結
果
、
里
山
の
荒
廃
や
絶
滅
危
機

に
直
面
す
る
種
の
枠
を
拡
大
す
る

事
態
を
招
き
ま
し
た
。
人
類
は
、

今
ま
さ
に
、
地
球
規
模
で
自
然
界

が
創
造
し
生
命
に
与
え
る
尊
さ
や

必
需
性
に
つ
い
て
、
相
互
理
解
を

深
め
る
時
と
痛
感
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

当
町
も
、
人
に
や
さ
し
い
・
自

然
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
基
本

施
策
と
し
て
推
進
す
る
上
で
避
け

て
通
る
こ
と
の
出
来
な
い
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
素
晴
ら
し
い
自

然
は
、
後
世
に
継
承
す
る
人
類
の

大
切
な
宝
物
の
一
つ
で
あ
り
更
な

る
取
り
組
み
の
必
要
性
が
生
じ
て

い
る
と
考
え
、
住
民
へ
の
啓
発
活

動
に
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
問
題
を
よ
り
高
度
で
的
確
に

議
論
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
住
民

に
今
後
と
も
速
や
か
に
適
正
な
情

報
提
供
と
議
論
の
場
を
設
け
、
住

民
と
議
会
並
び
に
行
政
が
一
体
と

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
新
世
紀
の
幕
開

け
の
年
で
あ
り
、
全
国
民
が
世
界

平
和
の
堅
持
と
景
気
回
復
や
財
政

の
健
全
化
に
希
望
を
託
し
て
迎
え

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
、
テ
ロ
並
び
に
支
援
国
家

掃
討
作
戦
で
あ
る
ア
フ
ガ
ン
戦
争

の
勃
発
、
ま
た
国
内
で
も
産
業
の

空
洞
化
や
過
剰
債
務
を
抱
え
た
企

業
の
整
理
、
狂
牛
病
の
発
生
や
雪

印
問
題
、
出
口
の
見
え
な
い
聖
域

無
き
構
造
改
革
の
推
進
と
相
次
ぐ

大
規
模
リ
ス
ト
ラ
が
相
乗
的
に
連

動
し
、
製
造
業
は
も
と
よ
り
消
費

関
連
企
業
も
好
材
料
を
見
出
せ
な

い
現
状
に
あ
り
、
日
本
経
済
は
、

物
価
の
下
落
と
景
気
後
退
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
デ
フ
レ
連
鎖
の
懸

念
が
強
ま
り
、
国
民
は
将
来
の
ラ

イ
フ
設
計
に
不
安
を
募
ら
せ
て
い

ま
す
。

　

低
迷
す
る
経
済
情
勢
や
歪
み
つ

つ
あ
る
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
先
人

た
ち
が
築
き
上
げ
た
大
切
な
財
産

を
礎
と
し
て
、
住
民
が
希
望
と
安

心
を
も
っ
て
生
活
の
営
み
が
で
き

る
町
づ
く
り
の
推
進
に
邁
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
前
世
紀
に
お
い
て

文
明
や
産
業
の
よ
り
高
度
な
進
歩

を
求
め
つ
づ
け
た
結
果
、
人
類
に

と
っ
て
貴
重
な
財
産
を
少
し
ず
つ

失
い
始
め
て
、
は
じ
め
て
地
球
と

　

平
成
十
四
年
、
第
一
回
越
路
町

議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

二
〇
〇
二
年
の
町
政
運
営
に
つ
い

て
所
信
の
一
端
と
、
本
年
度
予
算

案
の
概
要
を
申
し
上
げ
議
員
各
位

と
住
民
の
皆
様
か
ら
特
段
の
ご
理

解
を
賜
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
一
日
、
愛
子
内
親

王
殿
下
の
ご
誕
生
と
い
う
、
国
民

が
久
し
く
待
ち
望
ん
だ
慶
事
を
迎

え
、
越
路
町
民
一
同
で
改
め
て
ご

誕
生
を
お
祝
い
申
し
上
げ
、
殿
下

の
健
や
か
な
ご
成
長
を
お
祈
り
申

　

越
路
町
の
平
成
十
四
年
第
一
回
議
会
定
例
会
は
、
三
月
六
日
か

ら
三
月
十
九
日
ま
で
の
日
程
で
招
集
さ
れ
、
平
成
十
四
年
度
予
算

及
び
条
例
の
改
正
な
ど
が
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
四

年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
六
十
二
億
二
百
万
円
で
十
三
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
、
三
億
四
千
百
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
議
会
定
例
会
に
お
け
る
町
長
の
施
政
方
針
に
沿
っ
て
、

平
成
十
四
年
度
の
主
な
政
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人にやさしい・自然にやさしい町づくり人にやさしい・自然にやさしい町づくり
平成１４年度　　　　
　一般会計予算総額

その他 
3億631万円（4.9％） 

歳　入�

地方交付税 
17億5,000万円 
（28.2％） 

町税 
15億8,660万円 
（25.6％） 

町債 
10億6,250万円 
（17.1％） 

繰入金 
3億8,436万円 
（6.2％） 

県支出金 
2億8,512万円 
（4.6％） 

国庫支出金 
2億8.260万円 
（4.6％） 

分担金及負担金 
1億5,582万円（2.5％） 

諸収入 
1億5,418万円（2.5％） 

地方譲与税 
1億974万円（1.8％） 

地方消費税交付金 
1億2,477万円 
（2.0％） 

歳　入 
62億200万円 
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特　

別　

会　

計

８億２，７００万円国 保 会 計
１４億６，４５０万円老 人 保 健 会 計
７億　２００万円介 護 保 険 会 計
１億１，０００万円農 排 事 業 会 計
４億８，０９５万円ガ ス 事 業 会 計
１億９，６８６万円水 道 事 業 会 計
７億３，８１０万円下水道事業会計

平成14年度予算

当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
経
費
を

創
意
工
夫
に
よ
り
効
率
的
な
行
財

政
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま

す
。
各
位
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
、
平
成
十
四
年
度
施
政
方
針
説

明
と
い
た
し
ま
す
。

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
田
に
お
け
る
大
豆
、

麦
等
の
本
作
化
を
目
指
す
た
め
に
、

品
質
や
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
団
地
化
を
推
進
す
る
と
も
に
生

産
組
織
の
強
化
や
認
定
農
業
者
等

の
担
い
手
の
確
保
と
育
成
に
努
め
、

農
業
経
営
構
造
の
改
善
を
図
り
ま

す
。

　

越
路
原
活
性
化
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
経
営
構
造
対
策
推
進
事

業
を
継
続
し
、
大
規
模
園
芸
施
設

導
入
や
交
流
施
設
の
整
備
に
向
け

て
更
に
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

継
続
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

中
山
間
地
域
へ
の
直
接
支
払
制
度

や
健
康
な
土
づ
く
り
運
動
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
場
整
備
事
業
の
継
続

や
塚
山
・
東
谷
地
区
農
免
道
路
整

備
事
業
に
お
い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
着
手
し
生
産
基
盤
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
が
大
変

厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
優

良
農
地
の
保
全
や
農
地
流
動
化
を

促
進
し
、
生
産
性
の
高
い
産
地
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
複
合

農
業
の
拡
大
を
図
り
、
農
業
農
村

の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
、
関
係

機
関
、
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
事

業
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

以
上
、
本
年
度
予
算
の
執
行
に

　

関
越
自
動
車
道
の
越
路
町
地
内

に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
促

進
に
向
け
て
、
関
係
各
機
関
に
働

き
か
け
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

町
内
巡
回
バ
ス
の
運
行
を
経
済
性

等
に
配
慮
し
な
が
ら
引
き
続
き
実

施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

農
業
農
村
の
持
続
的
発
展
を
目
指

し
て

　

農
林
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
に
お
い
て
、「
米
政
策
の
見

直
し
と
当
面
の
需
給
安
定
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
平
成
十
四
年
度
の

生
産
調
整
目
標
面
積
を
前
年
の
同

規
模
に
決
定
し
、
通
知
さ
れ
ま
し

た
。
生
産
調
整
に
対
す
る
限
界
感

が
強
い
中
で
、
単
年
度
限
り
と
さ

れ
て
い
た
緊
急
拡
大
分
が
そ
の
ま

ま
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
取
り
組
み
は
極
め
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
米
穀
の
需
要

と
供
給
の
改
善
が
進
展
し
な
い
状

況
に
お
い
て
、
越
路
町
水
田
利
用

合
理
化
推
進
協
議
会
で
協
議
の
結

果
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
体
と

な
り
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ

に
基
づ
き
作
付
面
積
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
生
産
調
整
目
標

面
積
を
関
係
農
家
に
通
知
し
、
緊

急
拡
大
分
を
含
め
、
平
成
十
四
年

度
の
生
産
調
整
が
確
実
に
達
成
さ

れ
る
よ
う
に
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
こ
の
た
め
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
と
し
て
、「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」「
ス
ー
パ
ー
ド
ッ
グ
ス

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
等
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
が
、

「
ホ
タ
ル
祭
り
」「
こ
し
じ
秋
ま
つ

り
」「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ

ｎ
越
路
」
を
越
路
町
の
三
大
祭
り

に
位
置
づ
け
、
関
係
各
機
関
と
協

調
・
協
働
し
住
民
総
参
加
の
祭
り

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
策
と
し
て
は
、

町
商
工
会
活
動
へ
の
支
援
や
各
種

制
度
融
資
事
業
を
通
し
、
中
小
の

商
工
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

重
要
文
化
財
長
谷
川
邸
を
核
と

し
て
、
三
波
春
夫
顕
彰
公
園
や
塚

山
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
連
携
し
、

観
光
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

図
り
ま
す
。

ト
な
ど
、
保
存
活
動
を
き
っ
か
け

と
し
た
�
ま
ち
づ
く
り
�
が
今
後

実
施
さ
れ
る
よ
う
期
待
を
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
事
業
へ
の
取
り
組
み

　

企
画
振
興
関
連
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
年
の
行
政
は
広
域
的
な
連

携
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
近
隣

市
町
村
と
協
調
・
協
働
を
深
め
行

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

近
年
の
、
国
際
化
の
潮
流
の
中

で
、
越
路
町
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
国
際
社
会
の
一
員
で
あ

る
こ
と
の
自
覚
や
地
域
社
会
で
の

活
躍
を
期
待
し
、
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
を
本
年
も
継
続
実
施
す

る
と
と
も
に
、
外
国
か
ら
の
人
た

ち
の
受
入
れ
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
入
れ
に
も
取
り
組
み
、
住

民
と
一
体
と
な
っ
て
国
際
交
流
の

気
運
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
構
造
が
脆

弱
な
我
が
国
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
の
確
保
は
、
き
わ

め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
昨
今
の
国
際
的
な
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
対
策
の
高
ま
り
の

中
、
当
町
と
し
て
も
地
球
環
境
問

題
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
る
こ

と
が
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
対
応
と
し
て
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
抜
本
的
な
導
入
対
策
を
講

じ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り

越路ほたるまつり＝町民体育館

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　

予
算
総
額
は
、
八
億
二
千
七
百

万
円
で
前
年
度
に
比
べ
四
千
七
百

万
円
（
六
・
〇
％
）
の
増
額
で
、

老
人
保
健
拠
出
金
及
び
保
険
給
付

費
等
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
事
業
費
等
を
中

心
に
被
保
険
者
の
健
康
管
理
及
び
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河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

災
害
発
生
の
危
険
度
の
高
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
整
備
が
遅
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
河
川
の
治
水
対
策
と
し
て
、
河

川
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、
生
活

の
安
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的

に
県
に
要
請
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

道
路
施
設
の
維
持
補
修
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
動
車
交
通
の

大
幅
な
増
加
、
車
輌
の
大
型
化
に

伴
い
、
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保

と
沿
道
環
境
の
整
備
保
全
が
重
要

で
あ
り
ま
す
の
で
、
舗
装
道
、
消

雪
施
設
の
補
修
及
び
修
繕
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
側
溝
等
沿
道

環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

冬
期
道
路
交
通
に
つ
き
ま
し
て

は
、
庁
舎
敷
地
に
昨
年
建
設
し
た

ス
ノ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
機

械
除
雪
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
道
路
の
凍
結
に
よ
る
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
凍
結
防

止
剤
散
布
車
を
整
備
し
、
安
全
な

冬
期
道
路
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

　

類
ま
れ
な
歴
史
を
歩
ん
だ
旧
越

路
橋
は
、
県
の
「
ふ
れ
あ
い
の
場

づ
く
り
共
同
事
業
」
に
よ
り
、
ト

ラ
ス
の
一
部
が
河
川
公
園
内
に
移

設
さ
れ
、
町
の
行
う
周
辺
整
備
と

合
わ
せ
て
今
年
度
竣
功
の
予
定
で

事
業
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

末
保
存
会
の
組
織
が
結
成
さ
れ
、

竣
功
記
念
祭
や
定
期
的
な
イ
ベ
ン

策
定
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
ご
み
の
減
量
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
電
動
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
者
に
対
す
る
補

助
金
交
付
事
業
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

生
活
基
盤
の
整
備
の
推
進

　

建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
安
全
で

快
適
な
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤

の
一
層
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

　

町
道
新
設
改
良
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
町
村
道
補
助
事
業
の

採
択
見
直
し
に
よ
り
補
助
に
よ
る

事
業
推
進
は
困
難
な
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
生
活
道

路
を
確
保
す
る
た
め
、
町
の
政
策

道
路
で
あ
り
ま
す
町
道
２
０
０
号

線
を
は
じ
め
主
要
道
路
を
結
ぶ
未

改
良
道
路
に
つ
い
て
、
投
資
効
果

及
び
緊
急
性
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
県
道
の
改
築
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
塚
野
山
地
内
国

道
４
０
４
号
バ
イ
パ
ス
、
浦
地
内

国
道
３
５
１
号
改
築
工
事
、
塚
山

橋
、
飯
塚
橋
の
架
替
工
事
、
信
濃

川
左
岸
バ
イ
パ
ス
及
び
渋
海
川
左

岸
バ
イ
パ
ス
（
仮
称
）
の
事
業
化

の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
国
・

県
に
要
請
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
開
始
三
年
目
を
迎
え
ま

す
児
童
交
流
会
館
で
の
「
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
」
に
つ
き
ま

し
て
も
、
一
層
内
容
の
充
実
を
図

り
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
と
、
よ
り

望
ま
し
い
道
徳
感
・
倫
理
観
の
高

揚
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
推
進
し
て
お
り
ま

す
Ｉ
Ｔ
革
命
関
連
事
業
を
住
民
各

位
か
ら
広
く
享
受
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
十
三
年
度
に
引
き
続
き

公
民
館
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
十
三
年
度
「
通
史
編

上
巻
・
下
巻
」
を
最
後
に
約
十
年

に
わ
た
る
事
業
を
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
、
編
さ

ん
事
業
の
中
で
調
査
・
収
集
し
た

貴
重
な
資
料
を
後
世
に
残
す
と
と

も
に
、
い
つ
で
も
有
効
利
用
で
き

る
よ
う
工
夫
を
し
て
参
り
ま
す
。

環
境
問
題
へ
の
取
組

　

環
境
衛
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
々
自
然
保
護
に
関
心
が
高
ま
る

中
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
こ
と
や
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
形
成
を
目
指
し
て
、
町
の
環
境

基
本
憲
章
及
び
環
境
基
本
計
画
の

や
り
の
心
を
持
っ
た
子
ど
も
の
育

成
に
意
を
用
い
て
施
策
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

予
て
よ
り
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

「
塚
山
小
学
校
」「
岩
塚
小
学
校
」

の
統
合
校
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
を
頂
き

「
越
路
西
小
学
校
」
と
し
て
、
平
成

十
六
年
四
月
開
校
に
向
け
て
校
舎

の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
児

童
が
時
代
に
適
し
た
教
育
環
境
の

中
で
、
伸
び
伸
び
と
安
全
に
学
習

で
き
る
条
件
づ
く
り
に
努
力
を
傾

注
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
校
の
施
設
や
教
材

備
品
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、

教
育
効
果
の
よ
り
向
上
を
目
指
し

努
力
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
全

小
中
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

導
入
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

情
報
化
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
と
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の
推
進

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
施
設

整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
な
お
、

本
年
度
よ
り
開
園
い
た
し
ま
す

「
こ
し
じ
保
育
園
」
に
お
い
て
、
全

町
を
対
象
に
し
た
子
育
て
支
援
事

業
及
び
一
時
保
育
事
業
を
行
い
、

子
育
て
に
対
す
る
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

健
康
で
安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る

暮
ら
し
は
、
全
住
民
の
願
い
で
あ

り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
活

用
に
よ
り
各
種
の
検
診
、
健
康
教

育
、
健
康
相
談
を
実
施
し
、
受
診

率
の
向
上
を
図
り
、
病
気
の
予
防
、

早
期
発
見
に
努
め
、
住
民
の
健
康

保
持
と
意
識
高
揚
等
保
健
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

目
指
し
た
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利

活
用
し
な
が
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
育

成
指
導
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
及
び
シ
ル
バ
ー
人
材
派
遣
事

業
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る

　

教
育
関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
、「
豊
か
な
心
で
意
欲
的

に
学
ぶ
子
供
」
を
目
指
し
て
努
力

し
て
参
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後

も
、
個
性
と
感
性
の
豊
か
な
思
い

インターネットに接続されたパソ
コン＝越路中学校
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●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、
そ
の
障
害
と
障
害
の

程
度
が
両
下
肢
若
し
く
は
体
幹
の

障
害
、
移
動
機
能
の
障
害
に
つ
い

て
は
一
級
若
し
く
は
二
級
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
に
つ
い
て
は
一
級
等

の
方
は
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
か
ら
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
た
後
、
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
町

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票
を
す
る
人
は

　

不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
、
早

め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
の
集
会
所
、
役
場
窓
口
、

保
育
園
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

児
童
交
流
会
館
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
に
も
選
挙
公
報
を
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
直
接
郵

送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
選
挙

管
理
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
れ
ば

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

越
路
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　

�
九
二
―
五
九
〇
一

　

ま
た
、
字
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、

ケ
ガ
な
ど
で
書
け
な
か
っ
た
り
し

た
と
き
は
、
係
員
に
申
し
出
れ
ば

代
筆
し
て
も
ら
え
ま
す
。

●
役
場
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
何
ら
か
の
用
務
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
告
示
日

（
四
月
十
一
日
）か
ら
投
票
日
の
前

日
（
四
月
二
十
七
日
）
ま
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
、
毎
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。

い
ま
ま
で
は
、
行
け
な
い
理
由
を

事
細
か
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
宣
誓
書
の
該

当
事
由
に
○
印
を
つ
け
る
だ
け
で

す
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

●
病
院
で
の
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院

（
施
設
）
に
入
院
（
入
所
）
中
の
人

は
、
そ
の
病
院
で
病
院
長
（
管
理

者
）
等
に
申
し
出
る
と
、
本
人
に

代
わ
っ
て
投
票
用
紙
等
の
交
付
請

求
の
手
続
き
を
し
て
く
れ
ま
す
の

で
病
院
（
施
設
）
等
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

・
越
路
町
に
ひ
き
続
き
三
ヶ
月
以

上
住
所
を
有
し
、
昭
和
五
十
七
年

四
月
二
十
九
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方・
他
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方

は
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
票
で
き
る
時
間
は

　

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
。

　

町
内
に
は
、
十
二
箇
所
の
投
票

所
が
あ
り
ま
す
が
、
時
間
に
遅
れ

な
い
よ
う
余
裕
を
も
っ
て
早
め
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
第
二
投
票
所
（
仲
島
）、

第
十
二
投
票
所
（
菅
沼
）
は
、
午

後
四
時
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

●
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
。

　

入
場
券
は
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
候
補
者
の
名
前
は
、
は
っ
き
り

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、
字
が

は
っ
き
り
し
な
い
た
め
無
効
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

越
し
の
危
険
性
を
理
解
し
、
常
に

時
間
と
ゆ
と
り
を
持
ち
、
周
囲
の

人
に
や
さ
し
い
運
転
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
と

い
う
強
い
信
念
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・「
面
倒
だ
か
ら
」「
す
ぐ
近
く
だ

か
ら
」
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
を

捨
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
を
認
識

し
、
正
し
い
着
用
を
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。

・
外
出
す
る
場
合
は
、
目
立
つ
服

装
で
、
靴
や
持
ち
物
に
反
射
材
用

品
を
取
り
付
け
、
運
転
者
か
ら
良

く
見
え
る
よ
う
、
家
族
ぐ
る
み
で

配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

・
運
転
者
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者

を
見
か
け
た
ら
不
用
意
な
行
動
を

予
測
し
て
、
一
時
停
止
や
徐
行
す

る
な
ど
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
速
度
の
出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追

　

参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
、
四
月
十
一
日
告
示
さ
れ
、

二
十
八
日
投
票
と
な
り
ま
す
。
国
の
政
治
を
任
せ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日　

四
月
二
十
八
日
∂

■
投
票
す
る
と
き

■
投
票
で
き
る
方

■
不
在
者
投
票

■
選
挙
公
報
は
新
聞
折
込

み
で
お
届
け
し
ま
す

参議院新潟県選出議員補欠選挙が行われます

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運

転
の
追
放

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
及
び

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

使
用
の
徹
底

運
動
の
重
点

＊
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

＊
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放

＊
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
及
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

火
の
用
心　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１　

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

２　

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

３　

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、そ
の
場
を
離
れ
な
い

４　

風
の
強
い
と
き
は
、た
き
火
を
し
な
い

５　

子
供
に
は
、マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

６　

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、た
こ
足
配
線
は
し
な
い

７　

ス
ト
ー
ブ
に
は
、燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

平
成　

年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

１４

し
ま
す　

４
月
１
日
�
〜
４
月
７
日
�

平
成　

年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

１４

し
ま
す　

４
月
６
日
�
〜
４
月　

日
�

１５
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関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
越
路
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
立
保
育
園
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
立
学
校
の
借
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
越
路
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
越
路
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
越
路
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
請
願
書

い
て

・
来
迎
寺
字
浦
畑
（
越
路
町
町
民

体
育
館
付
近
）
開
発
促
進
に
つ

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
貞
夫

・
ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
当
自
治
体
の

対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

清

・
交
通
渋
滞
解
消
と
事
故
防
止
、

騒
音
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

湛

・
地
域
の
公
民
館
及
び
人
材
の
活

用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
一
夫

・
不
況
下
に
お
け
る
商
工
業
の
振

興
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
パ
ワ
ー
を
町
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
清
次

・
ペ
イ
オ
フ
解
禁
を
間
近
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
佐
文
也

・
道
路
整
備
事
業
の
促
進
に
つ
い

て

　

本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
条
例
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
塚
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
・
越
路
町
立
へ
き
地
保
育
園
設
置

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
越
路
町
立
へ
き
地
保
育
園
保
育

料
徴
収
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
越
路
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

も
安
全
性
の
確
保
と
安
定
供
給
を

第
一
に
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
健
全

経
営
を
図
り
ま
す
。

■
水
道
事
業

　

下
水
道
の
着
実
な
普
及
と
水
需

要
安
定
化
傾
向
の
中
、
安
全
で
安

定
し
た
給
水
を
第
一
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
確
保
を
目
指
し
、
本
年
度

も
本
支
管
の
改
良
移
設
及
び
維
持

管
理
に
努
め
、
有
収
水
量
の
向
上

に
努
力
し
健
全
経
営
を
図
り
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

　

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
向
か
っ

て
整
備
と
維
持
管
理
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
経
費
節
減
に

努
め
、
効
率
的
な
運
営
を
図
り
ま

す
。
維
持
管
理
に
占
め
る
割
合
が

ま
す
ま
す
増
大
し
ま
す
の
で
、
一

層
の
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
に
、

維
持
管
理
費
等
の
節
減
及
び
不
明

水
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
次
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
町
長
、
教
育
長
及

び
収
入
役
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

（
質
問
者
の
氏
名
・
質
問
事
項
の
み
。

敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
静
英
雄

・
越
路
西
小
学
校
の
開
校
後
の
問

題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
井
正
夫

・
十
四
年
度
予
算
施
政
方
針
に
つ

健
康
の
認
識
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
老
人
保
健
医
療
事
業

　

予
算
総
額
は
、
十
四
億
六
千
四

百
五
十
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
七

千
四
百
六
十
万
円
（
五
・
四
％
）

の
増
額
で
す
。

　

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
老
人
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
各
保
険
者

の
公
平
な
費
用
の
負
担
に
よ
り
町

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
老
人
保
健
医
療
受
給
者
加

入
率
は
、
前
年
比
二
・
九
％
の
伸

び
を
見
て
お
り
、
医
療
費
は
年
々

増
加
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す

■
介
護
保
険
事
業

　

予
算
総
額
は
、
七
億
二
百
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
一
千
四
百
万
円

（
二
・
〇
％
）
の
増
額
で
、
要
介
護

認
定
者
、
介
護
給
付
費
の
増
に
よ

る
も
の
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

　

予
算
総
額
は
、
一
億
一
千
万
円

で
、
中
野
島
地
区
、
東
谷
地
区
、

塚
山
地
区
、
仲
島
地
区
の
四
地
区

を
特
別
会
計
で
計
上
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
要
な
も
の
は
、
こ
れ
ら

の
維
持
管
理
費
と
公
債
費
等
で
す
。

■
ガ
ス
事
業

　

ガ
ス
事
業
は
、
天
然
ガ
ス
の
利

便
性
と
環
境
に
与
え
る
負
荷
が
小

さ
い
ク
リ
ー
ン
な
性
質
か
ら
快
適

な
社
会
生
活
を
支
え
る
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
の
拡
大
、

定
着
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度

条　

例　

関　

係

請　
　
　
　

願

一　

般　

質　

問

越
路
町
交
通
指
導
員
を
紹
介

し
ま
す

　

四
月
一
日
付
け
で
交
通
指
導
員

に
重
野
英
二
さ
ん
（
沢
下
条
）
が

任
命
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
し
ま
す
。

重野英二さん

越
路
町
人
権
擁
護
委
員
を
紹

介
し
ま
す

永井朝雄さん

　

人
権
擁
護
委
員
に
永
井
朝
雄
さ

ん
（
朝
日
）
が
三
月
一
日
付
け
で

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基

本
的
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
越
路
町
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
方
々
で
す
。

岩
野　
　

半
藤
禅
一
さ
ん

　
　
　
　
　

�
九
二
―
四
六
三
九

飯
塚　
　

中
静
京
子
さ
ん

　
　
　
　
　

�
九
二
―
三
六
三
九

塚
野
山　

大
橋
章
克
さ
ん

　
　
　
　
　

�
九
四
―
二
二
七
八

朝
日　
　

永
井
朝
雄
さ
ん

　
　
　
　
　

�
九
二
―
二
二
七
二
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■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
し
じ

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

―
２
６
５
５

９２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

―
３
３
５
６

９２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

　
　
　

４
月
８
日
オ
ー
プ
ン

　

こ
し
じ
保
育
園
の
開
園
に

併
せ
、
保
育
園
内
に
『
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
が
開
設

さ
れ
ま
す
が
保
育
園
の
引
越

し
や
準
備
の
た
め
４
月
８
日

�
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り

ま
す
。

こ
し
じ
保
育
園
一
般
公
開

　

開
園
前
の
３
月　

・　

日
に
は
、

２４

２５

一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
方

が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

調 理 室 玄関・ホール 子育て支援センター

乳 児 室 遊 戯 室 保 育 室
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
事
業
と
は

子
ど
も
同
士
の
あ
そ
び
の
場

　
　
　

親
同
士
の
交
流
の
場
で
す

■
事
業
の
内
容
は

①
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援

▼
子
育
て
相
談

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
に
対
し

て
気
軽
に
相
談
を
受
け
、
来
園
、

電
話
、
必
要
に
応
じ
て
家
庭
へ
の

訪
問
指
導
も
行
い
ま
す
。

▼
子
育
て
に
関
す
る

　
　
　
　
　

講
習
会
等
の
開
催

　

職
員
に
よ
る
子
育
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
子
育
て
ト
ー
ク
、
外
部
講

師
に
よ
る
子
育
て
講
演
会
の
開
催
、

親
同
士
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

▼
親
子
が
気
軽
に
集
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
の
場

　

あ
そ
び
場
の
提
供
、
指
導
、
保

育
園
の
子
ど
も
と
の
体
験
交
流
、

親
同
士
の
交
流

②
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供

③
地
域
子
育
て
グ
ル
ー
プ
等
の
育

成
、
支
援

　

既
存
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育

成
や
そ
の
活
動
に
協
力
支
援
を
行

い
ま
す
。

■
開
設
日
時

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

セ
ン
タ
ー
開
放
は
、
午
前
９
時

　

分
〜
午
前　

時　

分

３０

１１

３０

所 在 地　浦4800番地
構　　造　鉄筋コンクリート1階建
敷地面積　7，113㎡
建築面積　1，901．04㎡
延床面積　1，608．06㎡
屋外遊技場　1，200．00㎡
定　　員　130人

4月1日開園 施設の概要をお知らせします

こ し じ 保 育 園
子育て支援センター「こしじ」

●乳児保育

　生後４ヶ月から

●早朝・延長保育

　【平　日】早朝　午前７時３０分から

　　　　　 夕方　午後６時３０分まで

　【土曜日】早朝　午前７時３０分から

　　　　　 夕方　午後５時まで

保 育 内 容保 育 内 容 ●一時保育

　町内全域を対象として保護者がやむを得ない事由により家庭で保

育が困難となった場合、一時的に児童を預かり保育を行います。

・保育時間は、通常保育と同じで早朝・延長もできます。

・保育料、給食費は１日単位で納めていただきます。

●希望保育

・従来どおり、第２、第４土曜日は希望保育を行います。

お問い合わせ・お申し込み先 こしじ保育園 TEL92－2221 FAX92－3329

給食費（１日分）保育料（１日分）
３歳以上０～２歳３歳以上０～２歳
２３０円３３０円１,０２０円１,４６０円
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町
で
は
、
４
月
を
『
越
路
町
春

の
環
境
美
化
運
動
期
間
』
と
し
、

雪
消
え
後
の
道
路
や
公
園
な
ど
に

あ
る
空
缶
や
ゴ
ミ
を
一
掃
す
る
た

め
の
美
化
活
動
を
推
進
し
、
環
境

美
化
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
期
間
を
中
心
に
各
地
域

で
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の
活
動

に
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
６
日
�
に
町
内
事

業
所
・
団
体
・
町
職
員
等
の
協
力

に
よ
り
白
山
か
ら
中
沢
の
渋
海
川

堤
防
道
路
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

■
運
動
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜　

日

１４

３０

（
１
ヶ
月
間
）

■
お
願
い

　

町
内
会
長
等
を
通
じ
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
の
参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
し
じ
ほ
た
る
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
実
行
委
員
会
事

務
局
（
町
民
課
生

活
環
境
係
）

�　

―
５
９
０
５

９２

（
内
線
１
３
１

１
３
３
）

　

生
後　

日
を
過
ぎ
た
犬
は
、
毎
年
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
法
律

９１

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
平
成
７
年
度
か
ら
一
生
に
１
回
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
登

録
し
て
い
る
犬
で
あ
れ
ば
毎
年
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
集
合
注
射
で
の
「
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
」
は
越
路
町
以

外
で
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
接
種

（
集
合
注
射
）
を
行
い
ま
す

美しい潤いのある町を目指して…

環環境境美美化化運運動動実実施施中中でですすéé

飼い犬の登録制度について
飼い犬の登録…生後９１日を経過した犬は、生涯に一回の登録が必要です。
　　　　　　　飼い始めてから３０日以内に登録を申請してください。
狂犬病予防注射…狂犬病予防注射は、毎年一回接種することが義務づけられております。
　　　　　　　　なお、町では、毎年４月に定期集合注射を実施していますので、ご利用ください。

　　狂犬病とは…狂犬病ウイルスによって、ヒトを含めたすべての温血動物が感染します。発症した動物に
咬まれることによって感染します。ウイルスは傷口近くの神経を伝わって脳へ侵入し、興奮
･麻痺･けいれん等の症状を起こします。また、この病気は発症してからでは有効な治療方法
がなく、ほぼ１００％死亡してしまうたいへん恐ろしい感染症です。我が国では近年狂犬病の
発生はありませんが、ワクチン接種による狂犬病の予防は大変重要です。

鑑札、飼い犬の標識…登録時に交付される鑑札は、狂犬病予防注射済票とともに、必ず犬の首輪につけてく
ださい。これらは、犬の迷子札としての役目も果たします。飼い犬の標識（丸犬マーク）は、
玄関や門柱などの出入口の見やすい場所に掲示してください。

死亡届・変更届…登録を受けた犬が死亡してしまったときや、犬の所在地・所有者の住所などの変更、所有
者を変更した場合の届出が法によって義務付けられています。犬の登録が生涯一回になった
今、犬が飼われている状況を的確につかむため、飼い主の方は、これらの届出を必ず行わな
ければなりません。

犬が飼えなくなった時は…町民課生活環境係に、ご相談を…

■実施日時と会場
4月17日π
・塚野山集落センター
　　午前９時４５分～１０時
・岩田婦人研修センター
　　午前１０時３０分～１０時４５分
・十楽寺勤労者会館
　　午前１１時１５分～１１時３０分
・石津農業者トレーニングセンター
　　午後１時１５分～１時３０分
・神谷集落センター
　　午後２時～２時１５分
・役場旧庁舎跡地
　　午後２時４５分～３時３０分
■料金
予防注射のみ（登録済）  ３，１００円
新規登録　　　　　　　　６，１００円
◎なお、各会場共、始めに大変混雑す
ることが予想されますので、事故等の
ないよう十分ご注意ください。

き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

⑤
犬
の
体
調
が
悪
い
と
思
わ
れ
る

と
き
は
、
事
前
に
獣
医
師
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

⑥
犬
が
死
亡
し
た
り
、
他
人
に
譲

渡
し
た
と
き
は
、
役
場
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

�　

―
５
９
０
５

９２
内
線
１
３
３

■
注
意
事
項

①
犬
の
登
録
さ
れ
た
市
町
村
以
外

で
は
、
予
防
接
種
（
集
合
注
射
）

を
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

②
新
規
登
録
の
方
は
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
糞
便
の
始
末
が
で
き
る
よ
う
、

ち
り
紙
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

④
犬
が
逃
げ
な
い
よ
う
、
首
輪
は

き
つ
く
締
め
、
必
ず
犬
を
制
御
で
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国
民
的
歌
手
と
し
て
、全
国
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
や
ま
な
か
っ
た
三
波
春
夫
さ

ん
。別
れ
の
春
か
ら
季
節
は
め
ぐ
り
、再
び
満
開
の
桜
咲
く
２
０
０
２
年
春
。三
波

春
夫
顕
彰
碑
は
、桜
の
木
に
ま
も
ら
れ
て
、大
好
き
だ
っ
た
ふ
る
里
を
静
か
に
見
つ
め

て
い
ま
す
。人
を
愛
し
、ふ
る
里
を
愛
し
続
け
た
三
波
春
夫
さ
ん
と
は
―
―
―
。

『
越
路
の
春
祭
り
』。こ
の
日
、三
波
春
夫
さ
ん
は
ふ
る
里
越
路
町
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

と
も
に
、お
祭
り
を
楽
し
む
た
め
に
…
。

顕彰碑除幕式典及び記念植樹
日　時　４月１４日�ＡＭ１０：３０～１１：４０
会　場　塚山農村公園
式　典　オープニング巴太鼓／神事／除幕式典／植樹／エンディング塚山中学校吹奏楽部

日　時　４月１４日�ＰＭ１：３０～
会　場　塚山中学校(体育館)
内　容
ＰＡＲＴ１　三波春夫を生んだ『ふるさと越路町の宝物』
　　　　　三波氏の子供の頃の原風景である祭りや、伝統芸能紹介
ＰＡＲＴ２　講談で綴る映像パフォーマンス『三波春夫　歌と心とわがふる里』
　　　　　～講談師 宝井琴柳による三波春夫　人生の旅路～
ＰＡＲＴ３　トークショー『望郷の人、三波春夫とは』
　　　　　『人を語る』　米山　稔、八島美夕紀、新井　満
　　　　　『藝を語る』　永　六輔、飯田久彦、八島美夕紀、新井　満
　　　　　お祝い漫才　東　京太・ゆめ子

三波春夫顕彰碑完成記念『越路の春祭り』

塚山中学校で行われる三波春夫顕彰碑完成記念『越路の春祭り』は、入場券が必要です。
申し込み　先着１５０名　入場ご希望の方は、電話、ＦＡＸまたは直接企画振興課にお申し込みください。
　　　　　　（住所、氏名、電話番号、郵便番号を聞かせてください。）
　　　　　　※塚山地区の方は、地元で入場券を配付しますので地元の区長にお申し込みください。
問い合わせ先　三波春夫顕彰事業実行委員会(越路町企画振興課内)
　　　　　　　　TEL９２－５９０２　FAX９２－３３３３　Ｅ‐mail　kikaku＠town.koshiji.niigata.jp

入場整理券の申し込みについて

　

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
塚
山
地
区
）
の
一
環
と

し
て
、
昔
ば
な
し
と
ほ
た
る
の
館
（
塚
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

が
平
成　

年
４
月　

日
�
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
建
物
の
中
に
は
、

１４

１５

昔
話
コ
ー
ナ
ー
、
ホ
タ
ル
の
展
示
室
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
多
数
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

４月１５日∑『昔ばなしとほたるの館』オープン
越路町の紹介（約２０分）
高橋ハナさんの昔語り映像（約３０分）
・ムジナととっつぁ・キツネと山伏・
鳥のみじさ・キツネにだまされた兄・
ネズミの浄土
アニメーション映像（約３０分）
・ボタとカエル・さとり・きつねの
ちょうちん・三まいのおふだ

人とホタル～文学で見るホタルの歴史～
ゲンジボタルの形と発光パターン～ホタルの雌雄拡
大模型とモニターによるグラフにより紹介します～
ホタルを守る人々～ホタルの会の発足から現在に至
るまでの活動状況を紹介します～
越路町ホタルマップ～越路町全域模型とモニターに
より、町内のホタル発生箇所を紹介すると共に、町
の主要施設の案内等も行います～

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
振

興
課
ま
で
�　

―
５
９
０
２

９２

▽
設
置
場
所　

塚
野
山
地
内
塚
山

　

中
学
校
裏
�　

―
２
０
１
５

９４

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時　

分
３０

▽
休
館
日　
　

月　

日
か
ら
翌
年

１２

２９

１
月
３
日

▽
入
館
料　

無
料

ホタル展示室

越後の昔ばなし

（出演順）宝井琴柳 新井　満 東 京太・ゆめ子 永　六輔

●日本そば店（テナント）も併設しましたので是非ご利用下さい。●

昔あっ
たてんがのぉ!

エンディング　三波春夫と歌って踊ろう
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表３　重要事項（合併障害）一覧

比
べ
て
み
よ
う
⑤

　
　
　
　

上
下
水
道
・
ガ
ス

　

今
回
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
非

常
に
密
接
な
上
下
水
道
と
ガ
ス
の

料
金
比
較
で
す
。

　

ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
路

町
、
見
附
市
（
中
之
島
町
）、
栃
尾

市
、
三
島
町
が

公
営
で
ガ
ス
供

給
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
岡
市
は
公

営
で
な
く
、
民

間
の
北
陸
ガ
ス

�
が
都
市
ガ
ス

の
供
給
を
し
て

い
ま
す
。

　

長
岡
市
の
周

辺
部
で
は
、
現

在
も
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
を
使
用
し

て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　

越
路
町
に
は

中
山
間
地
も
あ

り
ま
す
が
、
公

営
で
事
業
を
行

な
っ
て
お
り
、

全
町
民
に
サ
ー

ビ
ス
が
行
き
届

く
よ
う
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

④
財
政
の
危
機

　

平
成
十
四
年
度
末
に
は
、
国
と

地
方
の
借
金
が
合
計
で
七
〇
〇
兆

円
。
越
路
町
も
一
般
会
計
で
五
十

四
億
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

い
っ
た
い
誰
が
こ
の
借
金
を
返

す
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
か
ら
も

お
金
は
沸
い
て
き
ま
せ
ん
。
私
た

ち
や
私
た
ち
の
子
や
孫
が
返
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

税
収
が
落
ち
込
み
、
逆
に
福
祉
や

医
療
な
ど
の
経
費
が
増
え
て
、
町

の
財
政
が
更
に
厳
し
く
な
る
と
予

想
さ
れ
、
同
じ
負
担
の
ま
ま
で
今

後
も
今
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
難
し

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
昨
年
に
合
併
し
た
西
東
京

市
（
田
無
市
・
保
谷
市
、
共
に
財

政
力
指
数
は
約
１
）
で
は
、「
あ
と

十
五
年
後
に
は
高
齢
化
が
進
み
、

内
部
の
努
力
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
維
持
し
、
市
民
負
担
の
増
大

を
回
避
し
て
行
く
こ
と
は
困
難
」

と
考
え
、
こ
れ
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
合
併
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
負
担
（
税
金
）

を
上
手
に
効
率
よ
く
使
う
に
は
、

あ
る
程
度
の
財
政
規
模
の
大
き
さ

と
、
経
済
圏
を
支
え
る
行
政
区
域

と
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

Ｑ　

町
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て

も
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ　

行
政
シ
ス
テ
ム
は
、
合
併
後

に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
、
生
活

圏
や
経
済
圏
の
一
本
化
の
度
合
い

や
連
携
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討

す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
単
に

行
政
面
積
の
大
小
で
判
断
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

合
併
後
も
、
そ
れ
ま
で
の
役
場

を
支
所
や
出
張
所
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票
や
印
鑑

証
明
な
ど
の
交
付
と
い
っ
た
窓
口

サ
ー
ビ
ス
は
、
今
ま
で
と
変
わ
り

無
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

む
し
ろ
、
合
併
相
手
先
の
庁
舎

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

窓
口
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
仕

事
先
の
環
境
に
よ
っ
て
は
便
利
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

合
併
研
究
企
画
の
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
合
併
準
備
係
ま
で
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

九
二
―
三
一
一
一

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

九
二
―
三
三
三
三

　

Ｅ
メ
ー
ル

gappei@
tow
n.koshiji.niigata.jp

       
   
                    

　

次
回
は
、
四
月
に
越
路
町
を
会

場
に
し
て
市
町
村
長
会
議
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

二
月
に
行
わ
れ
た
合
併
研
究
会

の
市
町
村
長
会
議
で
は
、「
合
併
す

・

・

・

る
と
し
た
場
合

・

・

・

・

・

・

」
に
障
害
と
な
る

よ
う
な
重
要
事
項
に
つ
い
て
話
合

い
が
さ
れ
ま
し
た
。（
表
３
）

　

そ
の
会
議
の
な
か
で
、「
合
併
し

て
も
現
在
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
方
向
」
で
検
討
す
る

こ
と
で
合
意
し
、
今
後
も
事
務
・

事
業
の
比
較
を
行
な
っ
た
り
、
合

併
後
の
各
市
町
村
の
役
割
を
検
討

し
た
り
し
て
、
合
併
問
題
に
取
組

ん
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会

　
　
　
 
二
回
目
の
会
議
を
開
催

重　要　事　項　（合併障害）区　　分

生活路線バスの確保、公共施設（道路、水路
など）の用地買収、改良工事に伴う地元負担、
道路除雪、消雪パイプなど

住 民 生 活

各種検診事業、病院・診療所事業、保育所・
保育料、幼児医療費助成事業、介護事業、障
害者福祉など

保健・医療・福祉

遠距離通学、体育館の改装など教育・スポーツ・文化

消防体制、防災事業の地元負担金の取扱など安 全

国県市町村道の改良、土地区画整理事業、河
川改修、情報通信格差是正、生活排水対策、
上下水道・ガス事業の取扱、雨水対策など

都 市 基 盤
整　 　 備

農業団体・土地改良への取組、工業用水道、
商工業振興資金、交流施設など

農 林 水 産 業

各種土地利用問題など土 地 利 用

議員報酬、職員給与、一部事務組合などの再
編、入札制度、各種税金問題など

行 財 政

各市町村における特色ある事業などそ の 他 市町村長会議の様子（会場：中之島町）

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

Q
＆
Ａ

表２　上下水道・ガスの料金比較（平成１４年３月現在）
小国町山古志村三島町越路町中之島町栃尾市見附市長岡市区　　　分

５,２２９６,４３６５,４００４,６４１見附市から供給５,３１３４,６９３５,１３４水道（口径２０ミリ）３０�の場合

３,６２３-５,６７０４,９３５５,６７０３,７４９３,３０８３,５０７下 水 道　３０�の場合

--６,１４７５,７８３見附市から供給５,０６８４,９５６５,９１９都市ガス　５０�の場合

（単位：円、消費税込み）

※長岡市の都市ガス欄は、北陸ガス�の金額。北陸ガス�と三島町は１２Ａ。見附市、栃尾市、越路町は１３Ａ。
※金額の無いところは事業なし　プロパンガスについては、比較の対象とはしない。　　　資料：合併準備係調

広報こしじ 平成１４年４月号 12

①
合
併
特
例
法
の
期
限
が

　
　
　

平
成
十
七
年
三
月
ま
で

　

市
町
村
合
併
は
、
お
互
い
の
合

意
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。
合
併
特
例
法
で
も
「
市
町
村

の
自
主
的
合
併
」
と
明
記
さ
れ
て

い
て
、
決
し
て
合
併
を
強
制
し
て

は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
政
府
は

現
在
全
国
に
三
三
〇
〇
あ
る
市
町

村
の
数
を
、
一
〇
〇
〇
く
ら
い
に

し
た
い
考
え
で
、
合
併
を
促
す
支

援
策
を
数
多
く
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
か
、
最
近
で
は
合
併

を
検
討
す
る
動
き
が
全
国
で
活
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
の
波
は
、過
去「
明

治
」「
昭
和
」
そ
し
て
「
平
成
」
と

五
十
年
に
一
度
の
間
隔
で
き
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
五
十

年
先
で
も
健
全
に
運
営
で
き
る
よ

う
な
「
強
い
自
治
体
」
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

今
後
も
「
越
路
町
」
が
発
展
し

て
い
け
る
か
ど
う
か
、
今
ま
で
ど

お
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る

の
か
ど
う
か
、
多
種
多
様
な
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
け
る
の

か
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
本
当
に
可

みんなで考えよう市町村合併！
市町村合併情報　Vol.５

も
う
一
度
考
え
よ
う

　
　

な
ぜ
、
今
合
併
な
の
？

能
な
ら
合
併
の
必
要
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

何
か
の
手
立
て
を
講
じ
て
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　

残
さ
れ
た
期
間
は
残
り
３
年
で

す
。
合
併
議
論
が
盛
ん
な
今
、
ど

う
す
べ
き
な
の
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

表１　障害者福祉関係の主要サービス実施状況比較表

資料：長岡地域広域行政組合作成「行財政現況調査」より　　　　　　　※ ○印は、実施されている事業

職
員
が
一
層
主
体
的
、
弾
力
的
に

行
政
運
営
に
取
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
各
市
町
村
も
時
代
変
化
に

応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
主
体
的
に

進
め
る
こ
と
、
地
方
分
権
に
対
す

る
適
切
な
受
け
皿
を
作
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

③
ど
う
な
る
の

　
　
　

少
子
高
齢
社
会
の
到
来

　

少
子
高
齢
社
会
で
は
、
少
子
化

に
よ
り
生
産
年
齢
層
の
人
口
が

年
々
減
り
、
高
齢
化
に
よ
り
介
護

等
の
経
費
が
益
々
増
加
し
て
行
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◎
高
齢
化
に
よ
る
課
題

・
介
護
等
に
関
わ
る
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保

・
高
齢
者
単
独
世
帯
へ
の
生
活

支
援
の
拡
充

・
救
急
医
療
体
制
の
拡
充

・
専
門
的
な
人
材
確
保

・
予
防
医
学
や
高
齢
者
へ
の
生

き
が
い
づ
く
り

　

今
後
人
口
の
四
分
の
一
以
上
を

占
め
る
高
齢
者
に
対
し
て
適
切
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
最
小
限
の
負
担

で
、
最
大
限
に
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
あ
る
程
度
市
町
村
の
枠
を
広

げ
て
、
重
複
す
る
施
設
を
な
く
し

た
り
、
適
正
な
場
所
に
施
設
を

造
っ
た
り
し
て
経
費
の
効
率
化
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。（
表
１
）

　

小
規
模
町
村
で
は
、
職
員
一
人

が
抱
え
る
仕
事
の
数
が
多
く
、
現

状
の
仕
事
を
処
理
す
る
こ
と
に
必

死
で
、
新
し
い
要
望
に
対
応
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
、
結
果
、
市

町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
で

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
に
は
、

②
地
方
が
自
ら
考
え
る
時
代

　
　
　
　
　

地
方
分
権
の
推
進

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
国
主
導
で

な
く
、
地
域
（
県
、
市
町
村
）
が
、

自
己
決
定
・
自
己
責
任
・
自
己
資

金
で
そ
の
地
域
の
経
営
を
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
町
村
の
能
力
の
違
い
が
、
地

域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
差
や
地
域

の
活
力
に
直
接
的
に
影
響
す
る
こ

小
国
町

山
古
志
村

三
島
町

越
路
町

中
之
島
町

栃
尾
市

見
附
市

長
岡
市

細　　　　目小項目

○○○○○○○○重度心身障害者の医療費助成

医療費の助成・
給付

○○○○○○○精神障害者の医療費助成
○○○○○○○○厚生医療の給付

○進行性筋萎縮症の医療給付
○○○○○○○○在宅重度重複障害者介護見舞金

○○○補装具・自己負担金の補助

補装具・日常生
活用具等

○○○車いす等の貸し出し
○○○○○○住宅設備の改善

○○障害者住宅設備資金の賃与
○心身障害者福祉資金の賃与
○家族介護用品等購入手当

○○○心身障害者おむつ手当
○○○○○○○ホームヘルプサービス

介護・日常生活
の援助

○○○ガイドヘルプサービス
○○○○○緊急一時保護（身体障害者短期）
○○○○○緊急一時保護（知的障害者短期）

○緊急一時保護（在宅心身障害者一時）
○○移動入浴サービス

○○○○○○福祉タクシー（タクシー料金助成）
○○○福祉電話使用料の助成（電話貸与）

○○○○○○重度身体障害者緊急通報システム
○○○○点字図書の給付
○○自動車燃料費の助成

○障害者生活支援事業
○○心身障害者訪問相談員の派遣
○○○○○○○○身体障害者ディサービス

○○手話奉仕員養成事業

障害者社会参加
の推進

○○手話奉仕員・要約筆記奉仕員派遣事業
○手話通訳設置事業
○点字・声の広報等発行事業
○重度身体障害者移動支援事業
○スポーツ教室開催事業
○福祉バス運行事業
○生活訓練事業

○○○○○○○○自動車改造助成事業
○○○○○○○○自動車運転免許取得費の助成

○精神障害者ボランティア講座精神障害者の支援 ○○小規模作業所・リウマチ患者補助
○○在宅生活支援難病患者

○心身障害者スポーツ振興事業その他の施策 ○○○○乳幼児発達支援
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越越路路町町役役場場ににここのの春春１１２２人人ののNNeeww FFaaccee
　

今
春
、
人
生
の
新
し
い
一
歩
を
越

路
町
で
踏
み
出
せ
る
こ
と
を
光
栄
に

思
い
ま
す
。
自
分
自
身
に
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
、
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

町民課

木曽　裕之

　

大
好
き
な
越
路
町
が
、
も
っ
と

も
っ
と
す
ば
ら
し
く
な
る
よ
う
に
、

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
と
サ
ー
ビ
ス
精

神
、
そ
し
て
元
気
パ
ワ
ー
で
が
ん
ば

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

建設課

小林　　悟

　

こ
の
度
、
念
願
で
あ
っ
た
越
路
町

の
職
員
に
な
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
皆
様
の
為
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

農林課

内藤裕美子

　

自
ら
生
ま
れ
育
っ
た
越
路
町
の
た

め
に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
で
き
る
事

を
深
く
喜
び
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

越
路
町
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
持
ち
、
常
に
全
力
で
励
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

保健福祉課

高頭　美幸

　

こ
の
度
、
越
路
町
の
保
育
士
と
し

て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
か
わ
い
い
子
ど
も
達
と
元
気
一

杯
、
そ
し
て
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

来迎寺保育園
（保育士）
若月　貴子

　

こ
の
度
、
越
路
町
の
保
健
師
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
取
り
柄
で
あ
る
明
る
さ
と
元

気
で
住
民
の
皆
様
と
接
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

保健福祉課
（保健師）
伊丹　恵子

　

今
年
の
春
か
ら
、
越
路
町
職
員
と

し
て
社
会
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
為
に
精
一
杯
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

保健福祉課
（栄養士）
島田　幸枝

　

こ
の
度
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た

越
路
町
で
社
会
人
と
し
て
歩
む
こ
と

が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
為
に
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

町民課

佐藤　恵美

　

四
月
か
ら
社
会
人
一
年
生
に
な
り

ま
す
が
、
一
日
も
早
く
「
即
戦
力
」

と
し
て
期
待
に
応
え
、
ロ
シ
ア
文
化

の
担
い
手
と
し
て
の
経
験
を
少
し
で

も
生
か
し
て
仲
間
入
り
で
き
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企画振興課
国際交流員
（臨時）

グルホワ タチアナ

　

こ
の
度
、
越
路
町
職
員
と
し
て
新

た
な
る
第
一
歩
を
踏
み
出
す
事
に
な

り
ま
し
た
。
今
迄
の
人
生
経
験
を
生

か
し
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総務課
（運転員）
更科　　清

　

こ
の
度
、
保
育
士
と
し
て
越
路
町

で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
成
長
に
少

し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
、
精
一
杯

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こしじ保育園
（保育士）
丸山　　優

　

こ
の
度
、
越
路
町
の
保
育
士
と
し

て
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達

と
一
緒
に
自
分
自
身
も
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

白山保育園
（保育士）
光野　麻希

町の入札状況をお知らせします
落札価格請負業者名事業名年月日
６,３００,０００円� 新 潟 ラ イ ン町道２３６号線安全施設工事Ｈ１４．３．１２

町
職
員
退
職
者

（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

１４

３１

■
小
森　

義
也
（
総
務
課
長
）

■
堀
井　

英
治
（
町
民
課
長
）

■
久
保
田
武
子
（
浦
保
育
園
長
）

■
田
中
セ
ツ
子
（
浦
保
育
園
保
育
士
）

■
小
林
友
美
子
（
白
山
保
育
園
保
育
士
）

町史頒布のお知らせ
各巻とも、役場２階の教育委員会事務局窓口で頒布しています。

越路町史越路町史双書　　各１,４００円
通史編上巻
（自然・原始・古代・中世・近世）４,０００円
通史編下巻（近代・現世）　　　　４,０００円
資料編１（原始・古代・中世）　　４,０００円
資料編２（近世）　　　　 　　　　４,０００円
資料編３（近代・現代）　　　　　４,０００円
別　編１（自然）　　　　　　 　　３,５００円
別　編２（民俗）　　　　　　 　　３,５００円

No.１　ムジナととっつぁ
　　　－高橋ハナ昔話集－
No.２　幕末の越路歴史資料集
No.３　わたしたちの証言
　　　－越路町民の明治・大正・昭和－
No.４　聞き書き　わたしたちの暮らし
　　　－越路町の民俗－
No.５　幕末の越路歴史資料集�
　　　－上山領大庄屋長谷川家の記録－
No.６　現在の生活と民俗
　　　－持続と変化－
No.７　幕末の越路歴史資料集�
　　　－上山領大庄屋長谷川家の日記－
［問い合わせ先］　越路町教育委員会　庶務係　�９２－５９１０
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平
成　

年
農
作
業
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
本
会
で

１４

隣
接
市
町
村
や
他
産
業
等
の
状
況
及
び
物
価
の
変
動

や
農
産
物
価
格
等
を
考
慮
し
、
最
も
妥
当
と
思
わ
れ

る
標
準
料
金
を
左
記
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎　

ア
ー
ル
及
び　

ア
ー
ル
整
形
田
を
標
準

１０

３０

◎
こ
の
標
準
料
金
は
、
消
費
税
を
含
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

越
路
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　

越
路
町
農
政
対
策
協
議
会

平成14年　農作業料金等の標準

平
成　

年
農
作
業
料
金
等
の
標
準
決
ま
る

１４

備　　　　　　考標　　準基準作　業　名

１日８時間を標準7，500円１日一 般 作 業作
業
賃
金

6，900　１日一 般 軽 作 業

11，500　１日オペレーター

内側のみ　　　不整形地　30％増500　10�機 械 畦 ぬ り

機　
　
　
械　
　
　
作　
　
　
業　
　
　
料　
　
　
金

30アール圃場は　14,100円
不整形地　10％増
湿　　田　10％増
半　湿　田　５％増

4，700　30ａ区画

10ａ当たり
耕 起

（
含
耕
耘
機
）

ト
ラ
ク
タ
ー

6，000　10ａ
30アール圃場は　18,600円
不整形地　10％増
湿　　田　10％増
半　湿　田　５％増

6，200　30ａ区画

10ａ当たり
代 か き

7，000　10ａ

運搬料・薬剤費は別料金とする。710　１箱育 苗

機
械
田
植

30アール圃場は　16,800円
不整形地　10％増
苗の運搬料含まず

5，600　30ａ区画

10ａ当たり
植 付 の み

6，500　10ａ

30アール圃場は　19,800円
不整形地　10％増
苗の運搬料含まず

6，600　30ａ区画

10ａ当たり
側 条 施 肥

8，000　10ａ

30アール圃場は　48,000円
一方刈30％～50％増

16，000　30ａ区画

10ａ当たり
コンバイン水

稲
収
穫
作
業

20，000　10ａ
原則として集落内に限る
（農協委託は別料金とする）2，300　10ａ生 � 運 搬
カントリーエレベーターは別扱いと
する1，000　60�乾 燥

包装代含まず700　60�調 整

農地のことなら　農地銀行
　農地銀行は、町の農業委員会に設置されており、農地の効率的な利用を進める
ため、貸し借りや売買のお手伝いをしています。みなさんの「貸したい」、「借り
たい」を情報として蓄え、借り手と貸し手を結びつける活動を通じて、安心でき
る貸し借りを実現すべく取り組んでいます。
　農地銀行のスタッフは農地法などの法律はもちろん、税制や資金、助成金、農
業者年金制度などにも詳しく、農家のみなさんのご相談に適切にお応えをし、有
利に制度を活用することができます。

�
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

越
路
町
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

　
　

�　

―
５
９
１
１

９２

希望に沿った農地を紹介します�「貸したい、売りたい、委託したい」�
をお助けします�

農地を任せたい� 経営を大きく�
したい�

遊休農地を何とかしたい�

農地流動化台帳�
にあなたの意向�
を登録します�

農地流動化台帳�
にあなたの意向�
を登録します�

斡　旋�

登　録�

斡　旋�

登　録�

調査・確認、�
農業・非農業的活用の促進�

農地銀行
とは……
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行政相談
期日　　４月２２日�
時間　　午前９時～正午
場所　　越路町役場

心配ごと相談
期日　　４月２日､９日､１６日､２３日､３０日
　　　　（毎週火曜日）
時間　　午後１時３０分～午後４時
場所　　福祉センター

国民年金相談
期日　　４月１６日�
時間　　午前９時～午後４時
場所　　越路町役場

今月の町内巡回バス（雪ボタル号）運休日
４月６日�、７日�、１３日�、１４日�、２０日�、２１日�、２７日�、２８日�、２９日�

小

千

谷

市

　心温まる、善意の寄付金をいただき、心から感
謝申し上げます。

３月１２日
岩塚小学校ゆきわりボランティア委員会様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８,５００円
（こしじの里、みのわの里の福祉に
　　　　　　　　　　　　　役立ててください）

・この寄付金で、こしじの里、みのわの里へポッ
ト５台を寄贈いたします。

善意をありがとうございます

　

学
校
週
５
日
制
な
ど
に
合
わ
せ
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
雪
ぼ
た

１４

る
号
の
土
曜
日
の
運
行
を
取
り
止

め
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

運
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
既
存
の

路
線
、
本
数
、
時
間
は
変
更
せ
ず

に
運
行
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

役
場
企
画
振
興
課

　

�　

―
５
９
０
２

９２

　

平
成　

年
３
月
新
規
学
卒
予
定

１５

者
を
対
象
と
す
る
求
人
受
理
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業

主
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
期
日
・
会
場

　

４
月　

日
�　

長
岡
市
立
劇
場

２４

　

４
月　

日
�　

長
岡
新
産
管
理

２５

セ
ン
タ
ー

■
時
間　

午
後
２
時
〜

■
問
合
せ

　

長
岡
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
担

当
（
�　

―
１
１
８
１
）

３２

　

先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ

れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た

「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」、

「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」の
方
々

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）に

記
念
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
大
河
津

分
水
路
の
歴
史
な
ど
を
展
示
し
た

資
料
館
で
す
。現
在
は
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

装
い
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
資
料
館

は
、
見
る
、
触
れ
る
、
体
感
す
る
資

料
館
と
し
て
、新
し
い
洗
堰
の
技
術
、

文
化
財
と
し
て
保
存
す
る
旧
洗
堰
、

築
後　

年
を
経
た
可
動
堰
な
ど
と

７０

あ
わ
せ
て
、
河
川
を
総
合
的
に
学

ぶ
空
間
と
し
て
整
備
中
で
す
。

■
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

４
月　

日
�　

午
後
〜

１８

■
問
合
せ

　

国
土
交
通
省
信
濃
川
工
事
事
務

所
調
査
第
２
課

　

�　

―
３
０
２
０

３２

　

国
営
越
後
丘
陵
公
園
は
４
月　
１３

日
�
に
春
季
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、

春
季
開
園
に
合
わ
せ
、
５
月　

日
１２

対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労
に
報
い
る

た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
ま
た

は
ご
家
族
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
用
紙
請
求
先

　

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

�　

―
５
９
０
６

９２

■
請
求
期
限

　

平
成　

年
３
月　

日

１５

３１

■
問
合
せ

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務

担
当

�　

―
５
２
５
３
―
５
１
８
２

０３

　

５
年
以
内
に
公
庫
が
廃
止
さ
れ

て
も
、
そ
の
間
に
お
約
束
し
た
ご

融
資
に
つ
い
て
は
確
実
に
実
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
ご
返
済
中
の
方
も
、
こ
れ

か
ら
お
借
入
れ
い
た
だ
く
方
も
、

公
庫
の
廃
止
後
の
ご
返
済
は
、
新

た
に
設
立
さ
れ
る
公
的
な
機
関
に

引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
引
継
ぎ
に
際
し
、
金
利

な
ど
の
返
済
条
件
は
一
切
変
更
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店

�
０
２
７
―
２
３
２
―
６
６
５
６

　

信
濃
川
大
河
津
資
料
館
は
、
昭

和　

年
に
信
濃
川
治
水　

周
年
を

５３

１００

�
ま
で
の
１
ヶ
月
間
、
ス
プ
リ
ン

グ
フ
ェ
ア　

を
開
催
し
、
期
間
中

０２

の
土
日
祝
日
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間
中
の
花
ス
ポ
ッ
ト

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
丘
、
春
の
自

然
探
勝
路

■
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
等

　

花
車
、
熱
気
球
試
乗
体
験
、
自

然
観
察
会
、
ふ
れ
あ
い
動
物
園
、

ビ
ッ
グ
ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン

■
無
料
公
開
日

　

４
月　

日
（
み
ど
り
の
日
）
５

２９

月　

日
�
春
の
都
市
緑
化
推
進
運

１２
動
に
ち
な
み
入
園
無
料

　

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
こ

ど
も
の
日
に
ち
な
み
小
人
の
み
入

園
無
料

■
問
合
せ

　

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　

�　

―
８
０
０
１

４７

国
営
越
後
丘
陵
公
園
春
季
開
園

と
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア　

開
催

０２

信
濃
川
大
河
津
資
料
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
お
知
ら
せ

求
人
受
理
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

４
月
か
ら
の
雪
ぼ
た
る
号

運
行
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

○悠久山桜まつり
期　日　４月上旬～下旬
会　場　悠久山公園
問合せ　長岡市観光課　�３９－２２２１

○第１５回信濃川河岸段丘ウォーク
期　日　４月２９日（みどりの日）
会　場　小千谷市市民体育館外
問合せ　信濃川河岸段丘ウォーク実行委員

会事務局　�８３－００７７

○しだれ桜祭り
期　日　４月中旬
会　場　栗山沢桜広場
問合せ　栃尾市観光協会　�５１－１１９５

○越後出雲崎天領の里
　「天領の里開館８周年記念イベント」
期　日　４月２８日�・２９日（みどりの日）
５月３日（憲法記念日）～５月６日（振替休日）
会　場　天領の里
問合せ　出雲崎町企画振興課
　　　　　　　　�７８－２２９１

長
岡
市

栃
尾
市

長岡広域圏ガイド

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す

出

雲

崎

町
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県
の
機
関
は
、「
地
域
振
興
の
拠
点
」「
市
町
村
と
の
連
携
・
支
援
の

拠
点
」「
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
」
と
し
て
機
能
す
る
「
地
域
機
関
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
各
分
野
で
お
互
い
に
連
携
調
整
し
な
が
ら
業
務
を
総

合
的
・
一
体
的
に
行
う
機
関
に
な
り
ま
す
。

44月月11日日かからら県県のの出出先先機機関関がが変変わわりりままししたた
長岡財務事務所

県税の賦課徴収
地域振興・出納業務
旅券業務

　管理課　課税課
　収税課　出納課

主
な
変
更 長岡保健所

県民の保健衛生に関わる業務
　総務課　地域保健課
　医薬予防課　衛生課
　検査課

長岡地域福祉センター
県民の福祉に関わる業務
　総務課　福祉課　相談課

長岡地域振興事務所（新設）
・地域の課題や要望などを把握し、効果的な地域づ
くりができるよう「地域振興計画」を策定します。

・県民に身近な窓口業務（県民相談、行政情報提供等）
　【総務課　地域振興課　県民サービスセンター
　　出納室】

長岡県税事務所（名称変更）
県税（不動産取得税、自動車税等）の賦課徴収
【総務課　課税課　収税課】

長岡健康福祉環境事務所（一体化）
・保健、医療、福祉に関する行政を総合的に展開す
るとともに、介護保険や環境問題等の課題に的確
に対応します。

【総務課　企画調整課　地域福祉課　地域保健課
 医療予防課　生活衛生課�場所：旧保健所内】
【環境センター�場所：総合庁舎内（旧福祉センター）】
【児童・障害者相談センター�場所：変更なし】

��

��

照会先電話番号所管区域を追加事務所名変更内容旧事務所名

３８－２５０１
＊１長岡地域振興事務所新設

長岡財務事務所
見附市・中之島町長岡県税事務所名称・区域

３３－４９３０長岡健康福祉環境事務所一体的統合
長岡保健所
長岡地域福祉センター

３８－２６００見附市・中之島町　＊２長岡農地事務所
所管区域変更

長岡農地事務所
３８－２６２４見附市・中之島町　＊３長岡土木事務所長岡土木事務所
３５－２３３４見附市・中之島町三古農業改良普及センター三古農業改良普及センター

＊１：長岡市・小千谷市・見附市・栃尾市・中之島町・越路町・三島町・与板町・和島村・出雲崎町・寺泊町・山古志村・川口町　以上１３市町村　＊２：一部
「三条農地事務所」が担当するものもあります。　＊３：「長岡土木事務所栃尾分所」が廃止されました。

〒９４０－８５６７　長岡市四郎丸町１７３－２　長岡地域振興事務所　地域振興課・総務課

平成１４年度から１８年度までの５年間、町の基本健康診査のなかで
肝炎ウイルス検査を実施します。
平成１４年度から１８年度までの５年間、町の基本健康診査のなかで
肝炎ウイルス検査を実施します。

■検査内容
　血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスに感染しているかどうか
を調べます）

■１４年度の対象者
�平成１５年３月３１日現在で４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、
６５歳、７０歳の方（節目検診）
�上記の節目検診対象者以外のうち、１４年度基本健診の結果、
肝機能（ＧＰＴ）が要指導判定だった方、及び過去に肝機
能異常を指摘された方（二次検診）

■検査料金　　８００円（予定）
検査は、対象者の同意を得てから行うことになります。
（希望制です）　
１４年度の対象者の方には、基本健診のご案内とともに詳細を
お送りします。　
不明な点は保健センター（�９２－５０１１）までお問い合わせく
ださい。

Ｃ型肝炎とは？

Ｃ型肝炎ウイルスの感染によって起こる臓器

の病気です。

肝炎になると肝臓の細胞が壊れて、肝臓の働

きが悪くなります。肝臓は「沈黙の臓器」と

いわれ、重症化するまでは自覚症状の現れな

いケースが多くあります。進行して重症化す

ると肝硬変、肝臓がんになる人もいます。以

下のような方々は、Ｃ型肝炎ウイルス感染の

可能性が一般の方々より高いと考えられてい

ます。

・過去に輸血を受けた方

・長期に渡り血液透析を受けている方

・大きな手術を受けた方　　　　など
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冬
の
間
に
雨
や
雪
で
汚
れ

た
ブ
ー
ツ
は
、
汚
れ
が
つ
い

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
表
面

の
防
水
力
や
耐
久
性
が
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。
来
シ
ー
ズ

ン
も
気
持
ち
よ
く
は
け
る
よ

う
に
、
手
入
れ
を
し
て
収
納

し
ま
し
ょ
う
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
は
素

材
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
革

の
ブ
ー
ツ
は
陰
干
し
し
て
湿

気
を
取
っ
た
後
、
ブ
ラ
シ
で
ほ

こ
り
を
落
と
し
、
乳
化
製
の
ク

リ
ー
ム
を
塗
っ
て
お
き
ま
す
。

革
の
表
面
に
傷
な
ど
が
な
い

か
を
点
検
し
、
見
つ
け
た
ら
同

色
の
靴
ク
リ
ー
ム
や
ク
レ
ヨ

ン
を
塗
り
込
ん
で
補
修
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ス
エ
ー
ド
の
ブ
ー
ツ
も
、
ま

ず
は
陰
干
し
で
湿
気
を
取
り
ま
す
。
直

射
日
光
に
当
て
る
と
変
色
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
に
ブ
ラ
シ
で
汚
れ
落
と
し
。
ク

リ
ー
ム
の
塗
れ
な
い
ス
エ
ー
ド
は
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
が
決
め
手
で
す
。
汚
れ
が

残
ら
な
い
よ
う
に
入
念
に
し
ま
す
。
ブ

ラ
シ
は
ス
エ
ー
ド
専
用
の
も
の
が
ベ
ス

ト
で
す
が
、
な
け
れ
ば
古
歯
ブ
ラ
シ
を

何
本
か
ま
と
め
て
使
う
と
い
う
方
法
も
。

し
み
に
な
っ
た
所
は
消
し
ゴ
ム
で
毛
を

逆
立
て
る
よ
う
に
こ
す
る
の
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
　

手
入
れ
の
す
ん
だ
ブ
ー
ツ

は
、
型
く
ず
れ
を
防
ぐ
た
め
に

古
新
聞
や
雑
誌
を
筒
状
に
し

た
も
の
を
入
れ
、
な
る
べ
く
立

て
て
収
納
し
ま
す
。
靴
箱
に
入

ら
な
い
と
き
は
、
紙
袋
な
ど
に

入
れ
て
納
戸
や
押
し
入
れ
な

ど
に
し
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

衣�
ブーツの収納前に除湿とブラッシング 

寒寒くくててももおお散散歩歩だだ～～いいすすきき��

英英会会話話楽楽ししくくででききままししたた。。

ななわわととびびにに挑挑戦戦！！元元気気いいっっぱぱいいでですす。。

おおひひなな様様のの前前ででみみんんななでで、、おおししゃゃべべりり

暖暖かかいい陽陽ざざししにに誘誘わわれれてて
散散歩歩でで～～すす。。
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こ
し
じ

　

文　
芸

俳　

句

減
反
に
麦
踏
む
老
の
農
を
守
る

花
苗
の
並
ぶ
店
内
春
隣

学
童
の
気
合
の
ひ
ゞ
き
寒
稽
古

ポ
ケ
ッ
ト
に
の
ど
飴
二
ツ
春
の
風
邪

ど
の
道
も
越
の
山
々
雪
崩
ど
め

も
の
の
芽
や
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
赤
い
靴

仮
住
い
馴
れ
ぬ
水
仕
や
春
浅
し

錆
の
う
く
農
具
手
入
の
春
立
て
り

橋
脚
の
瀬
音
は
宙
へ
雪
解
川

大
凧
の
点
と
な
り
た
る
深
空
か
な

父
と
子
の
絆
深
め
て
凧
掲
ぐ
る

と
と
の
わ
ぬ
リ
ズ
ム
が
愛
し
初
音
か
な

凧
一
つ
空
に
曳
か
る
る
過
疎
の
村

老
農
の
麦
踏
む
足
の
重
さ
か
な

靴
音
の
軽
き
リ
ズ
ム
も
春
隣

ぶ
り
返
し
つ
ゝ
快
方
へ
春
の
風
邪

陽
炎
を
も
や
し
て
走
る
遊
覧
船

送
葬
の
遺
影
は
若
し
冴
返
る

山
畑
の
小
石
拾
ひ
つ
耕
せ
り

朝
光
ゲ

や
風
呂
の
捨
て
湯
の
薄
氷

水
仙
の
一
輪
搓
し
や
湯
治
宿

薄
氷
や
古
墳
出
土
の
朝
日
光
ゲ

吉
岡　

ト
キ

〃　
　

〃　
　

白
井　

繁
市

〃　
　

〃　
　

西
脇　

一
弥

〃　
　

〃　
　

吉
岡　
　

源

〃　
　

〃　
　

番
場　

隆
一

〃　
　

〃　
　

山
田　
　

浩

〃　
　

郷　

や
す
し

〃　
　

大
矢　
　

弘

〃　
　

五
十
嵐
了
三

高
齢
者
俳
句
会

　平成１２年４月から、２年間、町の国際交流
員として、町内の小中学校や保育園でご活躍
いただいたエイミーさんが、タチアナさんと
交替しアメリカに帰国されました。長い間あ
りがとうございました。

　　｢えちご長岡地酒塾｣では２月２３日�、２４日�の両

日、首都圏及び県内から２５０名のお客様をお迎えし、長

岡地域広域市町村圏の各市町村に分かれて様々な体験

をしていただきました。

　越路町コースには２４名が参加され、地元酒造見学の

あと、町食生活改善推進員や酒造り唄を歌い継ぐ会な

ど多くのボランティアの方々からご協力をいただき、

田舎料理や酒造り唄を楽しんでいただきました。そし

て夜には、不動沢地区でミニかまくら１０８個を見学され

ました。翌日は、地域の皆さんから手ほどきを受けな

がら、ちまき作り体験やもちつき体験（東谷農工の皆

さん）をし、心暖まる交流が行われました。

さようならエイミーさん

杜氏と豪農の里・越路町コース

▲エイミーさん（右）からタチアナさんに
引き継がれました。

▲エイミーさんから越路町の皆さんへのメッセージ

�
思
う
よ
う
に
つ
け
な

い
、
手
ご
わ
い
も
ち
つ
き

ち
ま
き
の
作
り
方
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
挑
戦
、
皆

さ
ん
真
剣
で
す
�
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越
路
Ｊ
ｒ
ク
ラ
ブ
（
野
球
）

越
路
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

越
路
Ｊ
ｒ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

こ
の
他
に
も
子
ど
も
会
の
ク
ラ

ブ
も
あ
り
ま
す
。

◆
各
種
教
室
や
講
座

剣
道
教
室
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
、
英

会
話
教
室
、
る
ん
る
ん
親
子
教
室
、

陶
芸
教
室
、
チ
ビ
ッ
コ
水
泳
教
室
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

白
山
の
児
童
交
流
会
館
で
実
施

　
　

世
紀
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の

２１
健
や
か
な
育
成
を
め
ざ
し
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
協
力
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◆
公
共
施
設
の
開
放

　

地
区
の
公
民
館
や
集
会
所
、
学

校
、
体
育
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
運

動
広
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

―
―
―
―　

所
定
の
手
続
き
で

使
用
で
き
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

塚
山
Ｊ
Ｂ
Ｃ
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

中
野
島
Ｊ
Ｂ
Ｃ（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

越
路
町
Ｊ
ｒ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

越
路
Ｊ
ｒ
ミ
ニ
バ
ス
男
子

越
路
ｊ
ｒ
ミ
ニ
バ
ス
女
子

岩
塚
す
こ
ー
ん
ぶ
（
ミ
ニ
バ
ス
）

　

３
月
５
日
�
役
場
に
お
い
て
、

平
成　

年
度
教
育
委
員
会
表
彰
式

１３

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
活
動

に
関
し
て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
ら

れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
文
化
部
門
の
個
人
表
彰

　

名
、
団
体
表
彰
３
団
体
、
体
育

３３部
門
で
は
個
人
表
彰　

名
、
団
体

２８

表
彰
５
団
体
で
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
氏
名
・
所
属
・
表
彰
事
由
の
順
に

記
載
、
敬
称
略
）

道
教
育
研
究
会
賞

大
平
優
花
（
越
小
２
年
）
新
潟
県

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル　

特
選

草
間
彩
花
（
塚
小
３
年
）
新
潟
県

ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展　

奨
励
賞

長
谷
川
隆
大
（
塚
小
６
年
）
新
潟

県
児
童
生
徒
絵
画
・
版
画
コ
ン

ク
ー
ル　

絵
画
部
門
特
選

大
谷　

翼
（
塚
小
５
年
）
新
潟
県

児
童
生
徒
絵
画
・
版
画
コ
ン
ク
ー

ル　

版
画
部
門
特
選

内
藤
絵
理
（
塚
小
４
年
）
新
潟
県

「
わ
た
し
の
住
む
ま
ち
」
絵
コ
ン

ク
ー
ル　

銀
賞

永
井
瑠
威
（
塚
小
１
年
）
新
潟
県

Ｊ
Ａ
共
済
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
教
育
長
賞

中
村
奈
美
（
越
中
３
年
）
中
越
教

育
美
術
展　

金
賞

関　

孔
明
（
越
中
３
年
）
中
越
教

育
美
術
展　

金
賞

小
林
明
日
香
（
越
中
３
年
）
中
越

教
育
美
術
展　

金
賞

小
林
ひ
か
り
（
越
中
１
年
）
中
越

教
育
美
術
展　

金
賞

嘉
瀬
姫
子
（
越
中
３
年
）
全
国
青

少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル　

優
秀
作

宮
澤
幹
央
（
越
中
２
年
）
新
潟
県

ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展　

奨
励
賞

西
沢　

悟
（
越
中
１
年
）「
ご
は
ん

と
、
お
米
と
わ
た
し
」
作
文
・
図

画
コ
ン
ク
ー
ル　

優
良
賞

小
野
塚
捺
美
（
越
小
５
年
）
新
潟

県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展　

奨
励
賞

山
本　

祥
平
（
越
小
６
年
）
新
潟

県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展　

奨
励
賞

永
井
あ
り
す
（
越
小
６
年
）
新
潟

県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展　

奨
励
賞

永
井
龍
之
介
（
越
小
６
年
）
新
潟

県
児
童
生
徒
絵
画
・
版
画
コ
ン

ク
ー
ル　

版
画
部
門
特
選

西
脇
百
合
絵
（
越
小
６
年
）
新
潟

県
児
童
生
徒
絵
画
・
版
画
コ
ン

ク
ー
ル　

版
画
部
門
特
選

平
澤　

伶
（
越
小
５
年
）
新
潟
県

児
童
生
徒
絵
画
・
版
画
コ
ン
ク
ー

ル　

版
画
部
門
特
選

宮
澤
佳
奈
（
越
小
５
年
）
中
越
教

育
美
術
展　

会
長
賞

熊
倉
志
穂
（
越
小
２
年
）
新
潟
県

硬
筆
書
き
初
め
大
会　

特
選

今
井
万
由
子
（
越
小
２
年
）
新
潟

県
硬
筆
書
き
初
め
大
会　

特
選

山
本　

歩
（
越
小
２
年
）
新
潟
県

硬
筆
書
き
初
め
大
会　

特
選

青
柳
美
紀
（
越
小
２
年
）
新
潟
県

硬
筆
書
き
初
め
大
会　

新
潟
県
書

平
成
十
三
年
度

　

町
教
育
委
員
会
表
彰

文
化
部
門
（
個
人
）

文
化
部
門
（
個
人
）

みみんんななのの合合言言葉葉
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平
成
４
年
か
ら
段
階
的
に
進
め

　

平
成
４
年
か
ら
段
階
的
に
進
め

ら
れ
て
き
た
学
校
週
五
日
制
が
、

ら
れ
て
き
た
学
校
週
五
日
制
が
、

４
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
を
休
日
と

４
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
を
休
日
と

す
る
完
全
週
五
日
制
と
し
て
ス

す
る
完
全
週
五
日
制
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
や
生

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
や
生

活
全
体
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に

活
全
体
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に

「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
み
健
や
か

「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
み
健
や
か

な
成
長
を
促
す
も
の
と
し
て
実
施

な
成
長
を
促
す
も
の
と
し
て
実
施

さ
れ
る
制
度
で
す
。

さ
れ
る
制
度
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間

　

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間

形
成
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、
私

形
成
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、
私

た
ち
大
人
も
共
に
成
長
し
て
い
く

た
ち
大
人
も
共
に
成
長
し
て
い
く

場
で
も
あ
り
ま
す
。

場
で
も
あ
り
ま
す
。

住
民
み
ん
な
で
汗
を
流
し
知
恵

　

住
民
み
ん
な
で
汗
を
流
し
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

を
出
し
合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

育
て
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

地
域
や
教
育
委
員
会
等
で
、
子

　

地
域
や
教
育
委
員
会
等
で
、
子

ど
も
た
ち
の
土
曜
、
日
曜
等
の
休

ど
も
た
ち
の
土
曜
、
日
曜
等
の
休

日
の
活
動
に
、
次
の
よ
う
な
支
援

日
の
活
動
に
、
次
の
よ
う
な
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
一
日
付
で
、
町
内
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
異
動
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略

完全学校週五日制スタートé完全学校週五日制スタートé

地地域域のの子子どどももはは地地域域でで育育ててるる

町
立
小
・
中
学
校　
　
　
　

　
　
　
　

教
職
員
人
事
異
動

転　 　 　 　 　 　 　 　 入転　 　 　 　 　 　 　 　 出学　

校　

名
氏　　名職名

前　　 任　　 校
氏　　名職名

新　 　 任　 　 校

学 校 名市町村学 校 名市町村

穴 沢 良 一教 頭東 小 学 校広 神 村若 井 春 雄教 頭川 北 小 学 校関 川 村

越
路
小
学
校

上條喜八郎教 諭堀之内小学校堀之内町郷　 千 枝教 諭定年退職

吉 野 和 恵教 諭川崎東小学校長 岡 市中 俣 博 子教 諭北 小 学 校栄 町

高橋リイ子教 諭上通小学校中之島町尾崎香代子教 諭中之島中央小学校中之島町

仲 村 圭 子教 諭上郷小学校津 南 町名 塚 高 明教 諭村 松 小 学 校村 松 町

渡 部 亜 希教 諭川崎小学校長 岡 市山 �　 鋼教 諭宮 内 小 学 校長 岡 市

佐 藤 治 美教 諭新採用糀 谷 美 佳教 諭希望が丘小学校長 岡 市

勝 部　 新教 諭新採用

八 田 和 行校 長塩野町小学校朝 日 村齊 藤 新 治校 長大 和 小 学 校安 田 町

塚
山
小
学
校

會 田 修 子教 諭日越小学校長 岡 市近 藤 節 子教 諭才 津 小 学 校長 岡 市

須 藤　 歩教 諭上組小学校長 岡 市堀川千恵美教 諭上越教育大学附属小学校

今 井 義 裕教 諭栖吉小学校長 岡 市大 勝 孝 子教 諭出雲崎小学校出雲崎町

渡 辺 修 子主 任川口中学校川 口 町丸 山 君 子主 任東 北 中 学 校長 岡 市

笹 川　 豊校 長板倉中学校板 倉 町竹 田 正 光校 長田 沢 小 学 校青 海 町岩
塚
小
学
校

高 野 豊 子教 諭栖吉小学校長 岡 市保 科 理 佳教 諭荒 浜 小 学 校柏 崎 市

星 野 由 子教 諭六日町小学校六 日 町

高 橋 和 久教 諭城北中学校上 越 市新 澤　 悟教 諭城 北 中 学 校上 越 市

越
路
中
学
校

長谷川正法教 諭東北中学校長 岡 市高 橋 隆 文教 諭下 田 中 学 校下 田 村

小 竹　 毅教 諭下田中学校下 田 村石 塚 麻 里教 諭新 穂 中 学 校新 穂 村

麥 田 正 恵教 諭大島中学校長 岡 市林　 啓 樹教 諭山 本 中 学 校長 岡 市

� 橋　 靖教 諭第五中学校柏 崎 市山田かおり教 諭紫雲寺中学校紫雲寺町

渡 辺 総 子教 諭山本中学校長 岡 市

渡 辺　 豊教 諭川口中学校川 口 町竹之内琢伸教 諭東 北 中 学 校長 岡 市中
学
校

塚　

山 池 田 章 葉養護教諭山谷沢小学校長 岡 市丸 山 美 貴養護教諭高 浜 小 学 校柏 崎 市
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公民館だより 　公民館は、住民のために教育、学術及び文化に関する各種の事�
業を行い、住民の教育の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生�
活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することが目的です。�

◎英会話教室（Jr低学年・高学年、初級、中級）

　４月２４日（水）　　　会場：福祉センター

◎英会話教室（上級）

　４月２５日（木）　　　会場：福祉センター

◎コーラス教室

　４月３、１７日（水）　会場：福祉センター

44月月のの行行事事

●開催日　　４月２４日から１２月までの毎週水曜日（ジュニア低学年・高学年、初級、中級）
　　　　　　４月２５日から平成１５年３月までの毎週木曜日（上級）
●時　間　　ジュニア低学年　午後６時３０分～７時３０分
　　　　　　ジュニア高学年　午後７時３０分～８時３０分
　　　　　　初　　　　　級　午後７時～８時
　　　　　　中　　　　　級　午後８時～９時３０分
　　　　　　上　　　　　級　午後７時３０分～９時
●会　場　　越路町総合福祉センター
●定　員　　各クラスとも２０名
●参加費　　年間４，０００円（ジュニアクラスは２，０００円）、ほかにテキスト代が必要です。
●講　師　　アントニー ･アンヤンウさん（ジュニア）、石坂チャネルさん（初級・中級）、ポール･ヘイルさん（上級）
●申込み　　４月１７日（水）までに町教育委員会社会教育係へ。　�９２－５９１０
●その他　　ジュニアクラスは保護者の方が送迎できる方に限らせていただきます。

英会話教室２００２受講生募集é英英会会話話教教室室２２００００２２受受講講生生募募集集é

昨年度英会話教室の様子

日　時　平成１４年６月２日（日）

対　象　１８歳以上の方

定　員　一般募集６０名

申込み　教育委員会社会教育係　�９２-５９１０

　※　参加費、申込期間については広報５月号でお知らせします。

お知らせ

第２３回町民登山（安達太良山）

第２４回町民登山 平標山（１,９８３ｍ）
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潟
県
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大

会
５
０
０
０
�　

２
位

栗
林
沙
代
子（
長
岡
明
徳
高
校
）　

北
信
越
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

準
優
勝

山
本
裕
章（
長
岡
工
業
高
校
）新
潟

県
高
等
学
校
１
、
２
年
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

毛
利
重
幸（
長
岡
工
業
高
校
）新
潟

県
高
等
学
校
１
、
２
年
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

越
路
Ｊ
Ｖ
Ｃ
女
子
（
越
路
小
）
新

潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育

大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
中
越
地

区
予
選
会
女
子
の
部　

優
勝

塚
山
Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
塚
小
）　

若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
新
潟
県
予

選
会
男
子
団
体
戦
の
部　

優
勝

中
野
島
Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
越
中
）新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男

子
団
体
戦　

３
位

塚
山
Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
塚
中
）　

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

団
体
戦
男
子　

優
勝

（
一
般
）

雷　

神（
浦
上
）　

新
潟
県
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
男
女
混
合
綱

引　

優
勝

長
谷
川
聡
（
塚
中
２
年
）
新
潟
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
会
予
選
会
個
人
戦
男
子

シ
ン
グ
ル
ス　

１
位
／
新
潟
県
中

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

新
潟
県
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

１

位大
谷　

和
（
塚
中
２
年
）
全
日
本

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
新
潟
県
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

１
位

竹
内
裕
也
（
塚
中
１
年
）
全
日
本

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
新
潟
県
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

２
位

（
一　

般
）

内
野
葉
子
（
越
中
教
員
）
北
信
越

国
体　

剣
道
競
技　

成
年
女
子
の

部　

１
位

山
本
高
裕
（
長
岡
高
校
）
新
潟
県

高
等
学
校
１
、
２
年
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

白
井
啓
太
（
長
岡
高
校
）
新
潟
県

高
等
学
校
１
、
２
年
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

加
藤
里
子
（
小
千
谷
高
校
）
新
潟

県
高
等
学
校
選
抜
陸
上
競
技
大
会

７
種
競
技　

１
位
／
北
信
越
高
等

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会　

７
種

競
技　

１
位

高
井
祐
太
朗
（
八
海
高
校
）
新
潟

県
総
合
体
育
大
会　

�
・
１
０
０

５０

�
自
由
形　

優
勝

西
澤
健
治
（
長
岡
明
徳
高
校
）
新

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大

会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

郷　

幸
枝
（
塚
小
６
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

馬
場
麻
美
（
塚
小
６
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

桑
原
大
輔
（
塚
小
５
年
）
全
国
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
新
潟
県

大
会
５
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

大
矢
龍
馬
（
塚
小
５
年
）
全
国
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
新
潟
県

大
会
５
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

中
山
喜
子
（
塚
小
５
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

新
潟
県
大
会
５
年
女
子
シ
ン
グ
ル

ス　

優
勝

小
川　

峻
（
越
中
３
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

遣
水
良
考
（
越
中
３
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位

米
山
拓
也
（
塚
中
３
年
）
新
潟
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
会
予
選
会
個
人
戦
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

１
位

長
谷
川
拓
也
（
塚
中
２
年
）
新
潟

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
会
予
選
会
個
人
戦
男

子
ダ
ブ
ル
ス　

１
位

塚
山
中
学
校
吹
奏
楽
部　

中
越
地

区
中
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

金
賞

塚
山
中
学
校
勇
進
会　

新
潟
県
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル　

優
良
賞

小
川
晃
司
（
越
小
４
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

県
予
選
会
４
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ

ル
ス　

３
位

高
橋
禎
樹
（
越
小
４
年
）
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

県
予
選
会
４
年
生
以
下
男
子
ダ
ブ

ル
ス　

３
位

内
山　

陽
（
塚
小
６
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
／
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
新
潟
県
大
会
６
年

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

長
谷
川
隆
大
（
塚
小
６
年
）
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
新
潟
県
大
会
６
年
男
子
ダ
ブ
ル

ス　

優
勝

内
山　

翔
平
（
塚
小
６
年
）
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
新
潟
県
大
会
６
年
男
子
シ
ン
グ

ル
ス　

３
位

平
林　

徹
（
塚
小
６
年
）
新
潟
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

大
野　

誠
也
（
塚
小
６
年
）
新
潟

高
橋
亜
弓
（
塚
中
２
年
）
国
際
理

解
・
国
際
協
力
の
た
め
の
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
審
査　

金
賞

大
野
亮
平
（
塚
中
２
年
）
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

優

良
賞

長
谷
川
拓
也
（
塚
中
２
年
）
新
潟

県
書
き
初
め
大
会　

特
選

大
矢
裕
美
（
塚
中
３
年
）
中
越
地

区
中
学
生
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル　

最
優
秀
賞

木
曽
幹
子
（
塚
中
３
年
）
中
越
地

区
中
学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル　

最
優
秀
賞

今
井
希
美
（
塚
中
３
年
）
新
潟
県

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」作
文

コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

藤
野
菜
月
（
塚
中
３
年
）
全
国
小
・

中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
県
審
査

入
選

大
矢
奈
津
美
（
塚
中
３
年
）
全
国

小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

県
審
査　

入
選

太
平
佳
菜
（
塚
中
３
年
）
長
岡
地

区
「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
賞

塚
山
小
学
校　

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

学
校
賞
／
新
潟
県
Ｊ
Ａ
共
済
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

優

秀
学
校
賞

文
化
部
門
（
団
体
）

文
化
部
門
（
団
体
）

体
育
部
門
（
個
人
）

体
育
部
門
（
個
人
）

体
育
部
門
（
団
体
）

体
育
部
門
（
団
体
）
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期　間　４月２０日º～平成１５年３月
会　場　浦　勤労者体育センター
対　象　町内　小学生男女
参加費　年間４,０００円（保険料等）
申込み　教育委員会　社会教育係
　　　　TEL ９２－５９１０

★ 礼儀を学び、心身を鍛えましょう ★

少年少女剣道教室
参加者募集

第５７回妙高スキー国体

　２月２２日ªに第５７回国民体育大会冬季スキー
競技大会が赤倉チャンピオンスキー場で開催さ
れ、当町から内山三代司さん（東谷）が成年男
子Ｃ大回転に出場を果たしました。当日は視界
の利かない濃霧の中、果敢な滑りを見せました
が残念ながら途中棄権となりました。今後の活
躍に期待します。

▲３／２４日（日）堀之内町で開催されたスポーツ少年団
交流大会に参加し、上位入賞はなりませんでしたが各
選手共に練習の成果を発揮し健闘しました。

第10回越路町フットサル選手権
　３月２４日∂、町民体育館、越路中学校体育館を会
場に町内１５チームの参加により上記大会が開催され
ました。
　大会には中学生・高校生・一般の選手が参加し、
各チームとも練習の成果を発揮して予選リーグ及び
決勝トーナメントと１点を争う熱戦を展開しました。

b最優秀賞　池田健二　　b優秀賞　西脇良二
bベストキーパー賞　内藤睦　b敢闘賞　ニューヤンキース

J 1　優勝　Monday　Football
J 1　2位　アルビレックス越後

J 2　優勝　ニューヤンキース
J 2　2位　越路中学校B

▲ Ｊ２優勝 ニューヤンキース▲　Ｊ２優勝　ニューヤンキース

▲ J１優勝 Monday Football▲　J１優勝　Monday　Football

▲ 写真は２０００年とやま国体に出場した時の内山さんです。

内山三代司さん（東谷）出場!!

スポーツ保険に加入しましょう!!
　スポーツ保険は３月末で保険期間が終了します。加入者の方は更新手続きを早めにしましょう。５名以上の
スポーツ・文化活動等を行う団体の方で、新規加入されたい方は町教育委員会までお問い合わせください。

広報こしじ 平成１４年４月号 24

☆☆☆☆☆ 3月の大会結果 ☆☆☆☆☆☆☆☆ 3月の大会結果 ☆☆☆

　３月１０日（日）町民体育館を会場に今年で１２回を数え
る町民綱引大会が開催されました。大会には一般男子５
チーム、男女混合３チーム、ジュニア５チ―ムの計１３チー
ムが参加しました。
　各試合ともに応援団の大声援が後押しして、力と力の
ぶつかり合う息をのむ熱戦が繰り広げられ、会場は熱気
に包まれていました。
　各種目の結果は下記のとおりです。

ジュニア男女混合一般男子順位

鬼　龍朝日酒造綱引連盟雷　神１位

白山ブラックいいづかファイヤーこしじ２位

僕達・私達飯塚特攻隊岩塚製菓チームコージ白山綱引人足組合３位

　３月１７日（日）町民体育館を会場に町バレーボール協
会主催の第７回ソフトバレーボール大会が開催されまし
た。大会には３２チームが参加して、予選リーグ及びクラ
ス別の決勝トーナメントと熱戦を繰り広げました。
　各クラスの結果は下記のとおりです。
（参加チームの写真及び得点はhttp://soiga.comでご覧い
ただけます）

　Ａクラス　

▲　月曜スピリッツＢ

１位　月曜スピリッツＢ（十楽寺）
２位　みのわの里ＡＳＯ会

　Ｂクラス　

▲　ＲＭＣ友の会Ｂ

１位　ＲＭＣ友の会Ｂ
２位　ＲＭＣ友の会Ａ

　Ｃクラス　

▲　浦中ファミリーズＡ

１位　浦中ファミリーズＡ
２位　千手Ｂ

第７回ソフトバレーボール大会

第12回町民綱引大会






